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〔開議 午前 ９時５９分〕 

議長（南靖久議員） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。よって、会議は成立をいたしており

ます。 

 最初に、議長の報告ですが、お手元の報告書は朗読を省略し、これより議事に

入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元の議事日程第４号により取り進めたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において１番、

三鬼孝之議員、２番、内山將文議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 最初に、９番、小川公明議員。 

〔９番（小川公明議員）登壇〕 

９番（小川公明議員） 皆さん、おはようございます。 

 声ががらがらで聞きにくいとは思いますが、少し辛抱して聞いていただきたい

と思います。 

 それでは、通告に従いまして質問させていただきます。 

 一つ目として、医療費の削減についてお伺いいたします。 

 ２０１８年は、診療・介護報酬の改定や次の医療計画と介護保険事業計画の開

始、また、国民健康保険の財政運営が県に移管されるなど大きな制度改革が重な

ります。こうした中、尾鷲市においては、急速な人口減少と超高齢化社会を迎え、

医療の高度化などにより医療費の増加が著しく、財政運営は極めて厳しい状況が

続いております。今後、国民健康保険事業を、安定的に事業運営を行っていくた

めの医療費の適正化対策や保険事業の推進など積極的な取り組みも重要となりま

すが、市長のお考えをお聞かせください。 

 尾鷲市としてこれまでも特定健診やがん検診、健康増進事業、また、レセプト

の電子化による点検業務に伴い、ジェネリック医薬品の差額通知など医療費の削

減に積極的に取り組んできておりますが、医療費の増加に追いついていないとい

うのが現状ではないでしょうか。 

 そこで、今回は残薬に焦点を当ててみたいと思います。薬の飲み忘れや病院受
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診の間隔によって、薬が余ることが実際に多く起こっております。この余った薬

のことを残薬といいます。処方された薬を患者が大量に飲み残す残薬は、国全体

で年間５００億円に上ると推計されております。残薬の発生は、医療費を圧迫す

るだけでなく、人の命に密接にかかわる問題でもあります。残薬と服用すべき薬

を混同すれば、飲み合わせによっては健康を害する危険もあります。処方された

薬を適切に飲まなかったために症状が改善されず、医師がさらに薬の処方をふや

すといった悪循環に陥る場合もあります。治療の効果を上げるためにも残薬をな

くさなければなりません。糖尿病や高血圧など慢性疾患を抱え、１日に１０種類

以上の薬を飲む人も珍しくありません。多くの病院や診療科からばらばらに処方

されて薬の種類や量が多くなれば、飲み残しがふえる可能性は高くなります。 

 厚生労働省の調査によれば、薬を余らしてしまう理由として、薬の整理がつか

なかったため、また、何の薬か理解していないため、薬の副作用が怖いため、自

分で判断したため、錠剤、カプセル、粉薬が飲み込めなかったためなどが挙げら

れます。これまでにも飲まなければならない薬を曜日や時間ごとに分ける薬整理

箱、お薬カレンダーを活用したり、数種類の薬を服用ごとに１回分ずつ袋にまと

める一包化調剤などが行われてきましたが、個人任せの取り組みには限界があり

ます。 

 そんな中、行政と薬剤師が連携して残薬を有効に活用し、医療費の削減に取り

組む事業が注目を浴びております。この事業は、まず、患者本人が飲み残した薬

を行政が準備した残薬袋に入れ、薬局に持参し、薬剤師が使用期限などを確認、

再利用できる薬を薬局で一定期間保管して、同じ薬が再び処方された場合、薬剤

師がかかりつけ医などに連絡した上で重複分を残薬で補う仕組みです。保管され

ていた薬を受け取るので、窓口での患者の費用負担も緩和され、再利用は残薬を

持ち込んだ本人に限られます。この事業に取り組んでいる福岡市では、薬剤師が

飲み残しの状況をチェックすることで誤った服用や過剰な摂取を防ぐことができ、

１年間で２割、薬剤費が削減されております。 

 この事業に取り組むためには、医師会、薬剤師会の方々の協力が必要でござい

ます。ぜひこういった方々との検討会を立ち上げ、助言をいただき、尾鷲市とし

ても取り入れるべきと考えますが、市長のお考えはいかがでしょうか。 

 また、医療費の削減においては、重複診療、重複薬剤の問題も顕在化しており

ますが、市長の見解はいかがでしょうか、あわせてお答えください。 

 次に、認知症対策についてお尋ねいたします。 
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 今や日本は急速な超高齢社会を迎え、総人口の２５％、つまり４人に１人が６

５歳以上の高齢者となりました。尾鷲市に置きかえてみますと、高齢化率４０％、

人口１万８,０００人とした場合、約７,２００人の方が６５歳以上の高齢者とい

うことになります。高齢化率は今後もさらに上昇し続けると予測されており、こ

のような背景とともに認知症を発症する高齢者の数もふえ続けております。現在、

全国において認知症患者は約４６２万人、将来、認知症を発症する可能性の高い

予備軍は４００万人と、実に６５歳以上の４人に１人が認知症、あるいは、その

リスクを抱えております。 

 認知症の捉え方として、当然、一つの疾患であり、人が年を追うごとに生じる

老化現象とも言えるのではないでしょうか。その一方で、世間の偏見が見られ、

正しい認識がされていない部分がまだまだ多くあるように感じられます。これま

での認知症に対する対応は、症状が悪化してから医療機関を受診する事後的な対

応が中心だったため、認知症になると自宅で生活することが難しく、施設への入

所や精神科病院に入院するしかないという考えが一般化しておりました。 

 認知症の人や家族が住みなれた地域で安心して暮らし続けるために、医療機関

や介護事業所だけでなく、地域社会と行政が一体となってさまざまな取り組みを

進めていかなければならないと思いますが、市長のお考えをお聞かせください。 

 また、認知症は進行性の疾患ですので、気づかないまま放置しておくとどんど

ん症状が悪化してしまいます。しかし、早期に発見し適切な治療を行うことで、

病気の進行をおくらせることができます。発症の原因によっては、早い段階で治

療を始めれば回復が期待できる場合もあります。軽度の認知障害は加齢に伴う物

忘れと似ているため判別が難しく、放置しておくと５年間で約半数が認知症に移

行してしまうとの研究報告もあります。認知症は誰もが発症する可能性がある疾

患でありますから、早期発見することが非常に重要です。 

 認知症の早期発見の対策として、軽度の認知症がある状態を、パソコンを使っ

て判定するスクリーニングテストを行っている自治体もありますが、尾鷲市とし

てどのような取り組みをされているのか、また、厚生労働省では、認知症初期集

中支援チームが今年度中に全市区町村で設置できる見込みだとしておりますが、

尾鷲市の進捗状況はどうなのか、あわせてお答えください。 

 また、認知症による徘回は、事故や行方不明という悲惨な事態になる可能性も

あります。全国で認知症、または、認知症の疑いによる行方不明者は、１年間で

１万６,０００人と言われています。認知症になると、周りを気にしたり、注意
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をすることが難しくなるため、車が来ていても道路の真ん中を歩いたり、列車が

来ているのに線路内に入ることもあり、事故に遭う危険も伴います。徘回は介護

者にとって対応が難しい症状ですが、本人にとっては命にかかわる問題です。 

 何年か前に愛知県の大府市で認知症の高齢者が徘回中に踏切事故に遭い、電車

にはねられ死亡し、その家族がＪＲから損害賠償を請求されたという悲惨な事故

もありました。尾鷲市においても認知症の高齢者が行方不明となり、遺体で発見

されるという悲惨な事故が何件かあり、記憶に新しい事例もあります。 

 そういった事故をなくすためにも、認知症の徘回対策として、本年夏からＡＬ

ＳＯＫが開発したサービス、みまもりタグを提案したいと思います。このみまも

りタグは、縦が２.９センチ、横５.６５、厚さ１.１センチ、重さ１４グラムと

超軽量です。かばんにつけたり、衣服に取りつけたりできるので違和感もなく、

１年以上電池の交換の必要もありません。値段もタグ自体２,２００円、月額２

５０円と安価な設定となっております。 

 このサービスの一番のポイントは、無料でダウンロードできるみまもりアプリ

です。ダウンロードした人がタグをつけている認知症の方とすれ違うと、データ

がサーバーに送られ、困った家族がサーバーにアクセスすれば位置情報が得られ

るというシステムでございます。スマートフォンを持ち歩くだけで認知症の方の

見守りに参加できるというすぐれ物です。現在、国土交通省のモデル事業として

東京、埼玉、茨城、神奈川、奈良、福岡など１０カ所の市町村では、このみまも

りタグが無料配布され、見守りネットワークを構築しております。ぜひ尾鷲市で

も検討してみてはいかがでしょうか。市長の見解をお聞かせください。 

 次に、結婚新生活支援事業についてお尋ねいたします。 

 厚生労働省によると、５０歳までに一度も結婚したことがない人が年々増加傾

向にあるようです。その一つの要因に、結婚したくても経済的な理由で踏み出せ

ない若者が多いことが挙げられております。経済的な理由で結婚をためらう若者

がふえれば、出生率の低下にもつながり、少子化が進むおそれがあります。 

 そういった不安を解消し、結婚の希望をかなえるとともに、地域における少子

化対策を推進するため、国は２０１５年度補正予算に結婚に伴う住居費や引っ越

し費用などを補助する結婚新生活支援事業を初めて盛り込みました。また、今年

度は、同事業の対象世帯が夫婦合計で年間所得３００万円未満から３４０万円未

満まで拡充され、上限額も１８万円から２４万円にふえました。国が必要な経費

の４分の３を補助し、残り４分の１を自治体が負担するという仕組みです。若者
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がこの地域に住み続けられるようになれば、人口流出に歯どめをかける効果も期

待できるのではないでしょうか。 

 私がこの制度を知ったきっかけは、知り合いの娘さんが結婚式を挙げるに当た

り、紀北町や熊野市は結婚に伴う住居費などの補助があるのに、なぜ尾鷲市だけ

がないんだと指摘されたことがありました。調べてみますと、この事業を実施し

ている自治体は、全国で２３１あり、三重県では熊野市、いなべ市、紀北町、紀

宝町が実施をしておりました。こういったことを理由に熊野市や紀北町に流出し

てしまう若者がいないとも限りません。３０年度予算に間に合うのであれば、結

婚新生活支援事業を実施すべきと思いますが、市長の御見解をお聞きいたします。 

 以上、壇上からの質問とさせていただきます。 

議長（南靖久議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） 先ほどの小川議員の御質問については、大きく分けて三つあろ

うかと思います。一つには医療費の削減全般の話、特にその対策として残薬、あ

るいは、重複診療、重複薬剤、これについてどう対策を講じるのか、二つ目は認

知症の対策、三つ目は結婚新生活支援事業、これについての御質問であったと思

います。 

 それでは、まず最初に、医療費の削減についてからお答え申し上げます。 

 国民健康保険事業を安定的に運営していくためには、医療費の適正化等の取り

組みにより、毎年増加している医療費の伸びを抑制し、加えて、保険税の収納率

向上により財源を確実に確保するなどの努力が必要であると考えております。 

 その中で、本市ではレセプト点検、医療費通知の送付、国民健康保険証更新時

にジェネリック医薬品普及促進リーフレット及び希望カードの配布、また、ジェ

ネリック医薬品を利用した場合の差額通知の送付等を実施し、医療費の適正化に

取り組んでおります。 

 平成３０年度から国民健康保険の財政運営が県で一元化されますが、今後もこ

れまでと同様に市民の健康の保持増進を目的として健康相談、保健指導及び健康

診査等、市民に身近な健康問題に取り組み、健康増進、高齢者医療福祉など各分

野にかかわる保険サービスを継続的に行うことが求められており、各自治体の健

康づくりや安定した保険運営の取り組み、例えば、特定健康診査の受診率やジェ

ネリック医薬品の使用割合などを評価し、評価を行った上で交付金額に反映させ

る保険者努力支援制度が平成３０年度から本格的に導入されます。 
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 また、県におきましては、国の保険者努力支援制度での取り組みを補完するも

のとして、各市町の実情に応じた取り組みや、今後、新たな活動を支援できるよ

う保険者取組支援事業交付金などの財政支援が開始されます。 

 次に、残薬削減に対する取り組みについてであります。 

 議員が御指摘のとおり、医療の高度化、被保険者の高齢化等により、年々、国

民健康保険加入者１人当たりの医療費が増加している中、残薬削減対策は医療費

の抑制につながるものと考えております。残薬削減対策の一例として、議員のお

っしゃられました福岡市のように、薬剤師会の協力のもと、節薬バッグ運動に取

り組まれている自治体があります。 

 残薬が発生する理由として、飲み忘れや自己判断で中止などが調査結果として

報告されていることから、まずは市民の皆様に正しい薬の服用等について理解し

ていただくことが重要であるため、市が実施する健康づくりに関する事業の中で

のＰＲ等について関係各機関とともに取り組む必要があると考えております。 

 議員から提案いただきました節薬バッグを活用した残薬の削減は、医療費の抑

制に有効な手段であると考えますので、今後、医師会や薬剤師会の皆様の御協力

を得ながら、本市の実情に即した取り組みを検討してまいります。 

 次に、重複診療、重複薬剤に対する取り組みについてであります。 

 このことにつきましても、医療費の高額化の要因の一つであり、場合によって

は過剰な服薬等により健康状態に悪影響がある場合がございますので、正しい受

診行動へ導くための効率的な保健指導を進めてまいります。いずれにしましても

関係機関の御協力を得ながら、生活習慣の改善など市民の皆様の健康増進につな

がる取り組みを積極的に実施し、医療費の抑制に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、認知症施策についてであります。 

 高齢者が住みなれた地域で生き生きと暮らし続けるため、介護、医療、住まい、

生活支援、介護予防を充実させる地域包括ケアシステムの構築が進められる中、

ひとり暮らし高齢者や認知症高齢者が増加する本市におきましても、尾鷲市高齢

者保健福祉計画において地域包括ケアシステムの構築を重点施策に掲げ、紀北広

域連合、紀北町及び地域包括支援センターと協働し、仕組みづくりを進めており

ます。 

 中でも委員御質問の認知症対策については、認知症の初期において適切な対応

を行うことにより、その進行を緩やかにし、在宅生活を支援する目的で認知症初
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期集中支援チームの設置及び活動に向けた検討を進めており、平成３０年度の事

業開始を予定しております。これは、認知症の方に対し、地域包括支援センター、

市職員及び認知症専門医が連携することにより、早期診断、早期治療につなげ、

認知症の方とその家族をサポートする仕組みであります。そして、認知症の方や

その家族に対する周囲の理解、サポートも重要なことから、認知症を正しく理解

し、地域全体で支えることを目的に、地域包括支援センターが中心となり、地域

や職場、学校を対象に認知症サポーターの養成を行っております。 

 また、徘回のおそれのある認知症高齢者を見守る仕組みとして、地域包括支援

センターが中心となり、警察署や介護事業所などと協力し、早期発見・保護に努

めており、その協力体制を広げた尾鷲市高齢者等ＳＯＳネットワーク事業を展開

し、地域全体で見守り、支える取り組みを実施しております。 

 議員御提案の徘回のおそれのある認知症高齢者用のみまもりタグにつきまして

も、今後もふえ続けることが予想される認知症高齢者の在宅生活を支援するため、

見守りに関する有効な取り組みの一つとして参考にさせていただきたく存じます。 

 次に、結婚新生活支援事業についてであります。 

 結婚新生活支援事業は、少子化対策の一貫として婚姻に伴う経済的負担を軽減

し、新生活を支援することを目的に、世帯所得が３４０万円未満の対象世帯に対

して２４万円を上限に支給する制度であります。対象となる経費は、婚姻に伴う

住宅取得、賃貸借及び引っ越し費用で、国の補助率が４分の３、本年度県内では

桑名市を初め、４市町で実施しております。 

 来年度は所得制限が３８０万円に緩和され、国の補助が３分の２になる見込み

で、議員御提案の本事業につきましても少子化対策の一つとして大いに検討して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 御答弁ありがとうございました。 

 それでは、冒頭に、先にお聞きいたしますけれども、今、国保財調が９月で１

億２,８００万ぐらいに減ってしまっているということを担当課でお聞きしたん

ですけれども、国保財調も極めて厳しい状況だと思うんですけど、今後、国保税

の値上げということは今、考えている状態なんでしょうか。まずお聞きします。 

議長（南靖久議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（内山雅善君） 議員御指摘のとおり、国保の税収につきましては、
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尾鷲市は平成２３年度に国保税を値上げして以来、ずっと据え置きの状態が続い

ております。そういうことで３０年度につきましては県へ財政一元化される中で、

３０年度の税額については現状のまま運営できればと考えています。３０年度以

降につきましては、今後の県への納付金の額の決定を受けて検討していきたいと

考えております。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） これから検討するみたいですけれども、続いて、そのために

もやっぱりいろいろ削減ということは大事だと思っておりますので、医療費の削

減をするためには、まず、特定健診やがん検診などの受診率を上げなければなら

ないと思います。どんな病気も早期発見することで、早期治療することで、医療

費もかからない、そう思います。 

 今、特定健診の受けた後、健診の通知の後、また、受診されていない方に対し

て受診を促進するためのはがきによる受診勧奨も行われておると思いますが、今

後、受診率を上げるためにどのような、また違う取り組みもされておると思うん

ですけど、どのような取り組みをされているのか、また、受診率の目標は何％ぐ

らいを目指しているのか、もしわかればお答えください。 

議長（南靖久議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（内山雅善君） 特定健診の受診率向上に向けた今後の取り組みに

ついてですが、平成２９年度におきましては三木浦町、賀田町、古江町の３地区

において特定健診の集団健診を実施しました。それぞれ地区のコミュニティセン

ターにおいて２０名を定員として、地区の区長、婦人部、健康推進委員協力のも

と集団健診を実施し、三木浦町では１９名、古江町では１５名、賀田町では２０

名の方に受診をしていただきました。 

 また、今後、受診率の向上のためには、医療機関の協力が必要不可欠ですので、

２９年９月に開催されました紀北医師会の理事会にも出席をさせていただき、受

診勧奨への協力のお願いをしたところでございます。 

 また、新たな試みとしまして、国保連合会の受診勧奨コールセンターを活用し

た未受診者対策についても検討していきたいと考えております。 

 また、受診率の目標につきましては、現在、特定健康診査等実施計画の第３期

を策定しておるところでございます。対象期間は平成３０年度から３５年度まで

の６年間を１期として策定をしております。 

 国が定めております特定健康診査等基本指針において、第３期実施計画終了後
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の平成３５年度時点における目標数値が６０％以上とされています。本市の平成

２８年度の実施率は３０.５％でございます。平成３０年度につきましては、３

５％を目標として設定をしている状況でございます。 

 以上です。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 受診率、全国的に見てもちょっと低いかなという思いがいた

しますけど、上げるためには今、先ほど言われたように、コール・リコールとい

うこともされるということで、また、各地域には健康推進委員さんがいらっしゃ

ると思うんですけど、そういう方に受診勧奨をしてもらうとか、また、がん検診

などの場合には、罹患率の高い年齢といいますか、病気にかかりやすい年齢の方

を中心に受診勧奨をするというのも一つの手ではないかなと思っております。 

 また、特定健診を受けられて数値に異常を出しているにもかかわらず、再検査

を受けなかったり、病院に行かない人がおりますけれども、病院に行く、行かな

いは個人の自由なんですけれども、保健指導はするべきだと思うんですが、保健

指導についてどうなんですかね、福祉課長、どうですか。お願いします。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 特定保健指導について御説明いたします。 

 議員おっしゃられましたように、特定保健指導は、特定健診を受けられた後、

メタボリックシンドローム予備軍やその該当者となられた方を対象に生活習慣の

改善を行っていただくために面談を行うものです。その内容は、特定保健指導の

対象となった方に対し利用券を送付させていただきまして、保健師や管理栄養士

が面談を行い、生活習慣に関する運動や食生活の改善を促すものであります。 

 平成２８年度は１０名の方に指導を行わせていただきました。まだまだこの数

は少ないものですから、今後一層、一人でも多くの対象者に保健指導ができるよ

う体制を整えてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 今言われたように、メタボの該当者とか、そういう方もいる

と思うんですけど、私も人のことは言えませんけれども、メタボの該当者がその

ままメタボを放置しておきますと、糖尿病の発症のリスクも高まってまいります。

また、近年の研究では、認知症の発症のリスクも高まるということが言われてお

りますけれども、メタボの人、合併症を起こしたり、心筋梗塞、また、脳梗塞、
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また、人工透析などの重症化するおそれもあります。 

 また、糖尿病の方が重症化し、人工透析を行うようになった場合に、医療費が

相当かかると思うんですけど、大体、１人当たりどれくらいかかるものなのでし

ょうか。お答えください。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 人工透析に関する費用は、年間５００万円ほど必要とい

うふうに判断しております。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） そのためには、やっぱり保健指導をしっかりやっていただき

たい、しっかりとした保健指導を行うことによって重症化予防、また、その人の

健康を取り戻すということでしっかりやっていただきたいと思います。 

 次に、平成２７年ぐらいだったでしょうか、レセプトの点検業務を委託いたし

まして、ジェネリック医薬品の差額通知を送付して、ジェネリック医薬品の使用

を促進しておりますが、国のほうもジェネリック医薬品の使用率を８０％ぐらい

まで上げたい、そのように思っておりますが、差額通知を出してその効果という

か、その成果どうなのか、使用率等の削減できた金額、もしわかればお答えくだ

さい。 

議長（南靖久議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（内山雅善君） まず、ジェネリック医薬品の使用割合についてで

すが、平成２９年９月調剤分では６０.６％となっております。差額通知の送付

を開始した平成２７年１月調剤分の５３.１％と比較しますと、７.５ポイントほ

ど増加している状況でございます。議員おっしゃられたように、厚生労働省では

平成３２件９月までに８０％以上とする目標が掲げられております。 

 差額通知の発送につきましては、平成２７年２月送付分から実施しており、送

付対象者を二十歳以上の被保険者で１４日以上の投薬を受け、さらに、ジェネリ

ック医薬品に変更することで、１カ月２００円以上の差額が発生する方が対象と

して送付をしております。 

 また、通知対象の医薬品は、強心剤ほか７品目を抽出し、実施をしている状況

でございます。 

 効果の額といたしましては、平成２７年２月通知分から平成２９年８月通知分

まで合算で約２００万円ほどの効果額が出たとデータが示されている状況でござ

います。 
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 以上です。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） また、レセプトというか、診療報酬を活用することにより、

特定健診の健診データから異常値を抽出して、レセプトデータと照合して医療機

関を受診されていない人に受診を勧めたり、また、レセプトデータを点検するこ

とによって、複数の機関を同時に同じ病気で受診している人や、また、薬剤の重

複している人というのがわかると思うんですが、そういう人に対して訪問指導を

することもできると思いますが、そうすることによって少しでも医療費の削減に

つながると思うんですが、その点はどうでしょうか。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 議員御質問の訪問指導にも関することですので、御説明

いたします。 

 先ほど御説明いただきましたように、健診データなどから指導が必要な方につ

いては個別に指導通知を出させていただいてお願いをしているのですが、思うよ

うに御参加いただけないという事実もございます。その場合、ほかの健康教室と

かイベントに参加いただくことも多くあるものですから、そのときにお声かけを

させていただいて、そういう機会を利用して一人でも多くの対象者にそういう健

康指導を受けていただけるような形での働きかけも行っておりますので、実際、

訪問指導までは現在できていないのですけど、そういう特定保健指導を活用しな

がら健康への取り組みを促していきたいと思っております。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 先ほど市長の答弁の中で、保険者努力支援制度ですか、交付

金がふえるとか、その保健指導とかをやれば交付税がふえるんですか。 

議長（南靖久議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（内山雅善君） 保険者支援努力制度と申しますと、国が一定の指

標を設けておる制度でございまして、特定健診の受診率、がん検診の受診率、糖

尿病等の重症化予防への取り組み、個人インセンティブ、わかりやすい情報提供、

重複服薬者に対する取り組みの実施状況、後発医薬品ジェネリック促進の取り組

み、使用割合などが指標として示されております。このことを各保険者が取り組

むことによって、国、県からの交付金等の増額が見込まれる制度でございます。 

 以上です。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 
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９番（小川公明議員） やはり今の医療費の削減につながるようなことをやれば交付

金の増加につながると、ぜひ保健指導のほうも頑張っていただきたい、そのよう

に思います。 

 薬の副作用が起きる最も大きな原因は薬の重複です。複数の病気を抱えている

人は内科、整形、また、耳鼻科など複数の医療機関を受診しております。そうし

ますと、それぞれの医療機関から薬が処方されます。しかし、医師は患者さんが

ほかにどんな病気でどの診療科に通っているのかわかりません。当然、どんな薬

を飲んでいるのかもわかりません。さらに、薬をもらう薬局がそれぞれの医療機

関の近くにある保険薬局で薬をもらえば、薬剤師さんも薬の全貌をチェックする

ことができません。 

 そんな中、一番怖いのは薬の飲み合わせです。副作用によってふらつきや転倒、

また、排尿障害などにもあります。時には命にかかわるようなこともあるようで

す。また、先ほども言いましたけど、認知症の発症を高めてしまうこともあるよ

うでございます。 

 それを防ぐために、今、国が進める平成２４年度からでしたでしょうか、かか

りつけ薬局制度というのがありますけど、重複薬剤や残薬の調整もしていただい

たり、一つの薬局で整理をすることで、今言いましたように、重複薬剤、残薬の

あれもなくなるような気がいたします。先日、調剤薬局さんをお伺いしましたら、

処方箋のないときでも薬の相談に応じますので、ぜひ薬局を利用していただきた

い、そのように言っておりました。 

 主としてかかりつけ薬局制度も、薬局を選ぶのは個人の自由なんですけど、か

かりつけ薬局、一つの薬局にするということで、この制度を市として進めるべき

だと思うんですけど、どうでしょうか。 

議長（南靖久議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（内山雅善君） かかりつけ薬局・薬剤師とは患者の服薬情報の一

元的な把握と、それに基づく薬学的管理・指導、また、患者からの相談に対して

２４時間応じられる体制を整え、かかりつけ医を初めとした医療機関等との連携

強化が基本的な機能でございます。患者自身が信頼できる薬剤師、薬局をかかり

つけ薬剤師・薬局に選ぶことで、薬剤服用歴の管理、疑義照会の実施を通じて重

複投薬や相互作用が防止できたり、薬に関して日常的に相談できたりするため、

何よりも安心して薬物治療が行われる、受けられる可能性が高まるものと認識し

ております。 
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 担当課として、患者、住民が薬剤師、薬局の役割や機能を理解し、かかりつけ

薬剤師・薬局を選択できるよう、薬剤師会の関係機関と連携をとりながら広報、

啓発を行うことが重要だと考えております。 

 また、健康サポート薬局につきましては、かかりつけ薬局・薬剤師の基本的な

機能を有し、地域住民による主体的な健康の維持増進を積極的に支援する薬局で

あると認識しております。積極的な支援とは、医薬品や健康食品等の安全かつ適

正な使用に関する助言や、地域住民の身近な存在として健康の維持増進に関する

相談を幅広く受け付け、適切な専門職種や関係機関に紹介し、率先して地域住民

の健康をサポートの実施などを行うものと思います。 

 いずれにしましても地域住民の健康意識を高め、健康寿命の延伸に貢献してい

くために、地域住民に寄り添い、かかりつけ薬剤師・薬局の機能を果たした上で、

現行サポート薬局の仕組みが適切に運営されていくよう、関係機関の協力を得な

がら取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 残薬の発生はもう医療費を圧迫するだけではなくて、小さい

子供さんや高齢者が間違って飲む危険性もあります。そして、また、残薬と服用

すべき薬を混同すると、飲み合わせによっては命にもかかわる問題でございます。

残薬をなくすためには、先ほど言われましたけど、行政だけではできません。や

はり医師会、薬剤師会の方々との協力がどうしても必要だと思います。 

 私、先ほど言いましたけど、数日前、薬剤師さんのところを訪問させていただ

き、残薬や薬の飲み合わせなどについてお話を伺ってまいりました。当然、残薬

や飲み合わせのことはもう認識しておりましたけれども、今後、残薬について役

所の方、担当者の方と話し合ってみたいとも言っておりましたので、ぜひ薬剤師

会の方と懇談会なり検討会なりを持って残薬問題に取り組んでいただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

議長（南靖久議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（内山雅善君） 担当課としまして、今後、薬剤師会の皆様と、議

員御提案のように、協議を設けていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） ぜひ検討会を持っていただきまして、残薬の問題、しっかり
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とやっていただきたい、それで、支援できることは支援していって、よその自治

体でも残薬袋というのは行政が支援してやっているようですので、また検討して

いただきたいと思います。 

 次に、認知症についてお伺いいたします。 

 認知症対策において一番のかなめになるのが認知症初期支援チームだと思いま

す。先ほど市長も言われておりましたけど、認知症サポート医のほか、医療、介

護の専門職で構成することになっていますが、他市町を見てみますと、サポート

医に加えて社会福祉士や作業療法士、歯科医など幅広い職種の人で構成されてい

ますが、今、尾鷲市ではどんなメンバーでどういった取り組みをするのかお聞か

せ願いたいと思います。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 認知症初期集中支援チームの支援内容とメンバーについ

て御説明いたします。 

 認知症初期集中支援チームは、地域包括ケアの取り組みの一つとして実施する

もので、平成３０年度から事業を予定しております。認知症に関する本人や家族

からまず相談を受けました後、このチームの特徴としては、対応が困難なケース

に対して取り組むことを特徴としております。対応が困難とは、例えば、家族が

心配して相談に来たが、本人が拒否をされるケースなどです。その困難なケース

に対し、包括支援センター、市職員、認知症専門員がチームとなって対応を行う

ものであります。 

 まず最初に、アセスメントシートによって本人の認知症の状況を把握し、指導

方法や支援の流れのサービスをまとめた認知症ケアパスという、そういう資料を

もとに、本人に合ったケアプランを作成して、６カ月間という集中した期間で支

援するのも特徴となっております。 

 また、このチームには地域包括センター、市職員、認知症専門員が中心ですが、

その方の症状に応じて、かかりつけ医やケアマネジャー、また、精神保健福祉士

や社会福祉士など、その方の容体に合った、症状に合ったメンバーを招集して対

応することとしております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） ありがとうございます。 

 認知症は本人だけの問題でなく、家族や周りの人たち、さまざまな課題が出て
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きますけれども、先ほど言われた認知症ケアパスですか、万が一、認知症になっ

たとき、その症状に応じて受けられる医療や介護のサービスなど、必要なときに

必要な支援をしっかりと受けられるように、さまざまな支援についてまとめた、

先ほど言われました、認知症ケアパスというのがありますけど、尾鷲市としてそ

ういったものは今現在つくっておられないのかなと思うんですけど、今後、今、

ケアパスの見本のようなもの、ここにあるんですけど、こういう冊子というのを

今つくっていないのか、それとも、これからつくっていくのか、お答えください。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 認知症初期集中支援チームの事業は、紀北広域連合の取

り組みとして今後始まる予定で、紀北町と尾鷲市、それぞれで作業チームをつく

って今取り組んでおります。先ほど申し上げましたアセスメントシートは既にで

き上がっているのですが、認知症ケアパスにつきましては、現在、作業部会で作

成を進めておりまして、ほぼでき上がっておるのですが、最後の詰めの段階に入

っております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） この認知症ケアパスをつくった場合、これ、全戸配布するん

ですか、それとも、どこかへ置いておくんですか。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 予算の関係があって全世帯に配布することが困難な場合

も考えられますので、相談に来られた方にまずお渡しするのが基本、あとは、ホ

ームページやそういう形でダウンロードできたり、主要なコミュニティセンター

とか市関係の施設には設置させていただいて、多くの方が手にとっていただける

ようにしたいと思っております。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） この認知症ケアパスを読んでみますと、認知症になったとき

の不安を取り除いてくれるようなことがしっかり載っておりますので、ぜひ早く

取り組んでいただきたい、そのように思います。 

 また、認知症に対して正しい知識と理解をもって優しいまちづくりという意味

においても、認知症の人やその家族に対して手助けをする認知症サポーターとい

うのがありますけど、ふやさなければならないと思いますが、現在、尾鷲市に講

師役となる認知症キャラバンは何人いるのか、また、見守り、気づくということ
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でサポーターは多ければ多いほどがいいと思います。また、認知症の方自身が認

知症になった場合にも自分で気づくこともできると思いますけど、先ほど言いま

したけど、多いほうがいいということでキャラバン・メイトによる認知症サポー

ター、課長もキャラバンですよね、認知症サポーター講座は開かないんでしょう

か。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） まず、御質問の認知症のキャラバン・メイト、サポータ

ーの状況について御説明いたします。 

 キャラバン・メイトとは、認知症サポーターを養成するための講座を開ける資

格の研修を受けた者で、現在、尾鷲市内に３０名の方がキャラバン・メイトの資

格を持って行っております。地域包括支援センターが中心となって、学校や地域、

職場で毎年開催させていただいておって、これまでに２,０００人を超える方が

サポーターとして養成されております。 

 今後は、地域包括支援センターが年間計画を立てて行っていく予定で、私も要

請があれば参加する予定でおります。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） ぜひ講座を開いていただきまして、もうここにおる皆さん、

認知症サポーターになって認知症の見守りをやっていきたい、そのように思って

おります。 

 認知症を予防するには、生活習慣を見直すことが一番大事だと思うんですが、

それによってというか、取り組みによっては発症を防いだり、進行をおくらせた

りできるようですが、尾鷲市として取り組んでいること、ございましたらお聞か

せください。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 認知症を予防する取り組みとしましては、まず、日々の

生活に重要なポイントが置かれるのですが、市として行っている事業としては、

認知症を予防する効果がある運動として三重大学と中部電力が協力して開発して

いるスクエアステップという事業がございます。その事業を中央公民館や各公民

館で実施しておりまして、毎回５０人を超える方に参加いただいて継続して取り

組んでいただいております。 

 また、介護予防の観点から、兵庫大学の長尾教授が認知症に特化した介護予防

教室を開催していただいておりますので、これも市内各地区で展開をしておりま
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す。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 認知症は、家族にとっても本当に精神的にも肉体的にも負担

がかかります。その家族の負担を軽減するためにいろんな取り組み、日常かなり

やっていると思うんですけど、ほかにやっているような事業がございましたら御

紹介願えますか。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 認知症の方やその家族を支援する場としては、議員御提

案の認知症カフェがございます。市内で梶賀町のしあわせさんが認知症カフェを

２カ月から３カ月に一度、定期的に実施しておりまして、その中でいろんなお話

を聞いたりレクリエーションをしたりして理解を深めております。 

 今後も社会福祉協議会等とも連携しながら、こういう認知症カフェの場も含め

て高齢者や地域の方が寄り添い、いろんな会話ができる場をつくっていきたいと

考えております。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 認知症カフェ、濵中議員とともに何回か出席させていただい

たことがあるんですけど、ふだん誰とも話さないような方がその場でにこにこ話

をして元気に、また今度いつやるとかという元気な姿を拝見して、認知症カフェ

というのは大切だなと思っております。どんどんこういう活動というか、あちこ

ちで広げていっていただければと思っております。 

 それでは、徘回対策についてお伺いします。 

 尾鷲市においては、認知症の徘回対策として、先ほど市長言われたように、徘

回ネットワークというような取り組みを行っておりますが、尾鷲市においては徘

回による悲惨な事故も起こさないという意味においても徘回ネットワークの利活

用とともに、先ほど提案いたしましたみまもりタグというのに取り組んでいただ

きたいということを熱望いたしますけれども、市長、みまもりタグ、いかがでし

ょうか。やっていただけないでしょうか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 非常に効果的なものだと思いますので、それは担当部門のほう

に一応検討をさせまして、前向きに検討させていただきたい、このように考えて

おります。 
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議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） ことしでしたか、志摩市のほうでもＱＲコードをつけてスマ

ートフォンで見て情報がわかるような、そういうのもやっておりましたし、また、

これもＧＰＳついておりますけど、ＧＰＳをつけたところ、やっている自治体と

かどんどんふえてきておりますので、ぜひ認知症の人、今やっているＳＯＳネッ

トワークですが、今、その家族の方の５人ぐらいしか登録していないんですよね。

写真とか登録しないので、もう拒否的な反応があるみたいで、ぜひあわせてやっ

ていただきたい、そのように思います。 

 次に、結婚支援制度についてお伺いしますけれども、この事業を活用して新婚

世帯を支援する自治体もふえているようでございます。実施している自治体は、

昨年の９月時点で１０１だったのが、本年９月には２３１自治体まで広がってお

ります。この制度を導入している静岡市では、利用者から補助金に対して結婚す

ることができてとても感謝していますとか、結婚はまとまった出費が多いので大

変助かりましたとか、結婚する上で大きな後押しになりましたなどといった喜び

の声が多く寄せられているようでございます。この近辺でも熊野市や紀北町、ま

た、紀宝町などは実施していて、尾鷲だけがやっていないというような状態でご

ざいます。ぜひ実施すべきだと思いますが、市長、やりませんか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 議員の御提案の結婚新生活支援事業につきましては、少子化対

策の一環としては非常に効果的であると考えておりますので、この件については

補助金等審査委員会に提案しまして検討させたいと、このように考えております

のでよろしくお願いいたします。 

議長（南靖久議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） ぜひ少子化対策の一環としてやっていただきたい、そのよう

に思います。 

 以上、これで質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

議長（南靖久議員） ここで休憩いたします。再開は午前１１時５分からといたしま

す。 

〔休憩 午前１０時５４分〕 

〔再開 午前１１時０４分〕 

議長（南靖久議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、１３番、濵中佳芳子議員。 
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〔１３番（濵中佳芳子議員）登壇〕 

１３番（濵中佳芳子議員） 早いもので１２月ももう１週間が過ぎようとしておりま

す。年を重ねますと時間のたつスピード感がどんどん早くなるような気がしてお

ります。以前の一般質問でも申し上げました。政策は商品であると、そして、そ

の付加価値はスピード感、そういうふうな思いで今回の一般質問もいいと思うも

のがスムーズに進みますように実りあるやりとりになるよう努めたいと思ってお

ります。 

 それでは、通告に従いまして一般質問を行います。 

 第６次総合計画の１０年間が折り返しを迎え、今年度から後期基本計画がスタ

ートしています。その中で基本目標の１番目に挙げられている「みんなが共に支

え合い暮らせるまち」について、市長の見解をお伺いします。 

 せんだって常任委員会の管外視察で宇都宮市と遠野市を訪れました。岩手県遠

野市は東北の内陸部にある人口約２万７,０００人、少子高齢化が進み、当市と

変わらぬ自治体としての課題も多く抱えているものの、東北大震災の後方支援拠

点としての取り組みや国の施策のモデル地域として市長の大いなるリーダーシッ

プに対する市民の理解度の高さなど先進地視察が相次いでいます。全ての施策に

対して遠野スタイルとして確立し、各種テーマに対して市長が全国各地で講演を

行っているところです。その市長が就任時、職員に対して財政難は知恵を絞れ、

マンパワーの不足は市民との協働で乗り切れと言われています。これは、どこの

自治体でも同じように言われることで、財政が豊かで行政に任せておけば住民サ

ービスが充実していた時代とは異なり、市民の協力なくして市政運営はスムーズ

に運ばなくなっている現代では当然のこととなっています。 

 今回の視察で遠野市の事業の説明を受け、市民の不満が出ているのではないか

と思われる事例に出くわした際、要望はさまざま出ますが、市の方針や状況、取

り組み方や目標などをお伝えして納得の上で協力してもらっていますと聞かされ

ました。説明責任を果たしているということだと感じました。 

 そこで、「みんなが共に支え合うまち」を目指すためには、まず、市民との情

報共有が必要であると考えます。市民との協働とは、実際に作業協力をいただく

場面だけでなく、事業を理解して応援していただくことや、事業に対して知恵を

おかりする場面もあります。その協働を推進する上で、まずは何のために行う事

業なのか、どんな協力が必要なのかなどしっかりと説明する必要があると思いま

す。現時点で尾鷲市の情報発信の手段は、広報おわせ、ワンセグ、ＳＮＳ、出前
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講座、各種講演会、掲示板など多岐にわたっていますが、ほとんどが一方通行で

あるように思います。情報は受け手側が理解し、納得されるところまで確認する

ことが大切であると思います。 

 市長就任から半年がたちました。これまでさまざまな場面で市民と直接対面し、

対話される機会も多くあったと思います。これまでの市政の流れや事業説明を役

所内で受けられていることと市民の受けとめ方の乖離を感じられることはなかっ

たでしょうか。頑張って進めている事業に市民の理解は得られているでしょうか。

まずは率直に市長の感想をお聞きしたいと思います。 

議長（南靖久議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） それでは、濵中議員の御質問に対してお答え申し上げたいと思

います。 

 市民との協働についての私自身の認識でございますけれども、本年７月２６日

に市長就任から４カ月余りが現在経過しております。その間、まず、尾鷲市自治

会連合会とか、あるいは区長会、あるいは老人クラブ連合会、これを初めとする

各種団体との懇親会のほかに、学校行事であるとか、あるいは、イベント会場に

おいて多くの皆さん方の貴重な御意見をお聞かせいただきながら、私の市政に対

する考えもお伝えさせていただいたところでございます。 

 議員がおっしゃるとおり、市政運営を進めていく上ではそれぞれの事業に対し

て市民の皆様に御理解をいただき、御協力、御支援いただくことが非常に重要で

あると考えております。そのためには、市の方針や事業内容等をしっかりと説明

する、先ほどおっしゃいました説明責任でございます、それについてがもう絶対

必要であると考えております。 

 せんだって行われました全国尾鷲節コンクールの開催におきましても、大きな

にぎわいの大会となりましたけれども、これはいつに市民の皆様との対話の中で、

この尾鷲節が伝統文化としての重要性を秘めていると、私はその思いを市民の皆

様方にお伝えさせていただきました。そういったことを御理解により多くの皆様

からの御協力につながったものと、一つの一例でございますけれども、そのよう

に捉えております。 

 こういったことを踏まえまして、私としては各地区に直接出向き、町なかを歩

きながらいろんな意見を聞かせていただいて、その中で市政に対する私の考え方

も伝えさせていただきたいなと考えております。 
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 今後におきましても、市民の皆様とともに市政運営に努めたいと考えておりま

すので、御協力をお願い申し上げる次第でございます。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。 

 まずはスタート地点で私の思いと市長の思いがある程度同じところにいるんだ

なということは確認できたとして、次に進めたいと思います。 

 まずは、この質問をするに当たってもととなりましたいろんな資料を皆さんに

お示ししたいと思います。今、お手元のほうに資料を発信させていただきます。 

 今、お手元のほうに市民アンケートの結果が届いているかと思います。これ、

実は今、ワンセグや中継を見ている方たちにはモニターがないのでごらんいただ

けないので、ちょっと説明をさせていただきますけれども、この問いの中には目

標を共有して目標達成のために取り組むことをどのように考えますかという質問

に対して、推進すべき、ある程度推進すべき、肯定されている方が７割以上いら

っしゃる。もうやはり皆さん、市民との協働、これは望んでいらっしゃるという

アンケートの結果になっております。 

 そして、同じアンケートの中に、次のページ、もう一遍発信します、推進すべ

きであるというこのアンケートに対して肯定された方たちの中にどういうふうに

すればいいか、これ、市役所の中の体制整備はそういったことが１番にはなって

おりますけど、その次がやはり市政情報の積極的な提供、あと、市民と市の意見

交換の設定、そのあたり高くなっております。やはり情報を求める形になってい

るというふうに考えます。 

 その中で、先ほども冒頭で市民の方たちに情報提供する手段としていろいろな

ものがある、その中で感じることなんですけれども、出前講座という制度を設け

ております。これはホームページのほうにもありますし、広報の中でも年に一回

紹介されておりますけれども、まずは、この出前講座、昨年度で結構です、開催

状況、現状をお答えいただきたいと思います。 

議長（南靖久議員） 市長公室長。 

市長公室長（大和勝浩君） 議員の御質問にお答えします。 

 昨年度の出前トークの回数なんですが、延べで７２回、それから、市民さんの

参加人員が２,４８９名となっており、この中でも防災危機管理室に係る防災関

係の講話等が４割弱を占めておるという状況でございます。 
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議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。 

 この出前トーク、実は、ここにいらっしゃる課長１９人のうち、１７課が出前

トークのテーマを出していただいております。ただ、今、回数は７２回というふ

うに言われましたけれども、実際、五つの課が開催をしているだけとなっており

ます。 

 私も防災危機管理室の防災講話であるとか出させていただいておりますけれど

も、やはりその場、現場でやられると、それこそ市民の方とのやりとりの中でこ

っち側が伝えたいことを市民が実はわかっていなかったなどということがきちん

と手にとるようにわかるような場面を見ておりますので、ここからは少し、実際、

体験をされている課長さんたちにお話を伺いたいと思いますけれども、まず、防

災危機管理室の室長さん、どうですか。防災講話をやられて、ここまでの経過で

あるとか、感想などありましたらお答えいただきたいと思います。 

議長（南靖久議員） 防災危機管理室長。 

防災危機管理室長（神保崇君） 防災危機管理室では、地域の防災力の向上や防災教

育の強化を図るために防災訓練を初め、防災フェア、住民主導型避難体制確立事

業ですとか、小学生等の標高表示板設置事業でありますとか、また、各種団体様

や幼稚園、保育園、小中学校などに向けたさまざまな防災講話などを、年間を通

して約５０回ほど行っております。なかなか目に見えた効果はお示ししにくいの

ですが、その中で防災講話ですとか救急講習において、災害時に適切な対処行動

をとるということができる力を身につけるとか、災害が発生した際にどういった

行動をとればよいかを考えるきっかけになったかと考えております。 

 今後も子供たちへの防災教育や市民や団体、学校等に向けた防災講話を通じま

して、さまざまな防災意識の高揚や人材育成を目的とした取り組みを行い、また、

あと、防災訓練に関しましては、今後も各関係機関の皆様との顔の見える関係を

さらなる構築を目指して、こういった事業を継続して行ってまいりたいと考えて

おります。 

 あと、あすなんですけれども、１２月７日は東南海地震の日でございます。恒

例となっておりますが、川原町、新川原町、また夜間避難訓練を行いますので、

ぜひよかったら御参加いただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 
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１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。 

 あと、福祉保健課なども、先ほどの小川議員の答弁にもありましたように、個

別に顔の見えるやりとりをやっていただいていることは確認できておりますし、

あと、もう一つ私がこれはどんどんと進めていってほしいなと思うそういう市民

とのやりとりの中に、今、ここ数年、子育て会議が行われております。これは、

近年の新しい試みですけれども、最初は市長公室のほうからスタートされて、今

は子育て５課という形でいろんな課が一緒になって取り組んでやっていることな

んですけれども、この辺の効果というあたりを市長公室のスタート時からかかわ

って、現在もその５課の中に入っている生涯学習課長のあたりでお聞きしたいな

と思うんですけれども、生涯学習課長、いかがですか。 

議長（南靖久議員） 生涯学習課長。 

教育委員会生涯学習課長（芝山有朋君） 今、議員のほうから御紹介いただきました

尾鷲子育てまちづくり座談会について少しお話をさせていただきます。 

 この座談会は、平成２６年に国の機関であります日本創生会議というところが

２０４０年の将来人口を予測した際に２０代、３０代の若い女性の数が今よりも

半減してしまう自治体が全国に８９６ありまして、その中で尾鷲市は特に人口も

１万人を切ってしまい、特に消滅の可能性が高いという大変ショッキングな発表

があったものを受けて、当時、市長公室のほうで取り組んだものでございます。 

 その際に、実際子育てをしている皆さん方の御意見を直接出向いて、どういう

ニーズがあるのかというのを聞きにいこうと、それを少子化対策につなげていこ

うという思いで取り組みをスタートしたんですけれども、当初は多分、そのニー

ズとか課題とか、できていない、やり切れていないことのほうが多分かなり多い

だろうと、そういう不満のほうが御意見としては多いんじゃないかとか、そうい

う心配があったりとか、また、せっかくそういう御意見をいただいても、お答え

できない、実施することができないとか、そうなるとかえって不審になってしま

わないか、そういう心配が実は庁内の議論の中にもあったんですけれども、当時

の人口減少対策はそういうことを言っていられない状況でもありましたので、そ

こは座談会の中でできないことはなぜできないのかとか、今の市の財政も含めた

状況はどういうことなのかというようなことも御説明させていただきながら、理

解を求めながら、できることを探っていこうとしたのがその座談会のスタートで

ありました。 

 現在は福祉保健課が窓口、事務局を務めていただいて、先ほどおっしゃられま
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した５課の連携のもとでいただいた意見を持ち帰りまして、できること、できな

いこと、できないものについては善後策なんかも提案させていただくとか、そう

いうような形でキャッチボールをしながら、かなりこの座談会の中での信頼関係

ができてきたのかなというふうには感じております。 

 また、特に、座談会の中で、市民の皆様方にも我々ができないところをフォロ

ーしていただくとか、やっていただきたいことというようなことも話し合ってお

りまして、そういった中から子育て支援チームのがりらであったりとか、今、子

供用のマルシェなんかを一生懸命やっていただいていますひだまり実行委員会さ

んとか、福祉保健課の子育てサポーターの皆さんとか、そういったようなチーム

の輪もできてきておりまして、今後、こういう皆さんとともにこういう子育ての

機運づくりというのをして、何か大きな一つのチームみたいなものをこれからつ

くっていくのが課題かなというふうに思っています。 

 以上です。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。 

 やはり外に出て市民とやりとりをしている、その実際やっている課では、そこ

の成果というのは感じられているのかなと思います。これ、１７課、今、テーマ

があるだけでも、この課が年に一回タウンミーティングをするだけで、月１回以

上の開催というふうにできる、数的にはそういう準備がされているということだ

と思います。 

 このほかにもやはり個別にテーマを決めることによって、市民に理解してもら

いたいことってたくさんそれぞれの課があるのではないかなと思います。 

 例えば、道路工事をやっている場面に出くわしますと、これは今、お金がない

ときですから本当に細切れの工事になります。この工事で終わるのかな、それと

もこの先があるのかなということが市民の方によく聞かれますけれども、それを

説明している場面がない、そのあたりを懸念しております。例えば、業者さんの

努力によって、ここの工事、いつからいつまでですよという看板はありますけれ

ども、例えば、複数年にわたって整備をしていくものの場合、そこに事業説明の

ものをプラスすること、それは役所の仕事としてできないのかなと、その看板を

掲示することに法的な規制もあるかもしれないので、そういったあたりの工事の

お知らせのあたりというのはどういうことになっているのか、もしわかるようで

したら担当課がお答えいただければと思います。 
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議長（南靖久議員） 建設課長。 

建設課長（上村告君） 本市では道路工事等を実施する際には、受注業者さんに三重

県公共工事共通仕様書等に準じまして工事を実施いただいておりますけれども、

その中に道路工事現場における工事情報等の提供について規定されております。

議員も御承知のとおり、国や県が管理する道路や市の一部の工事現場におきまし

ては、例えば、御迷惑をおかけいたします、傷んだ舗装を直しています、いつい

つまでというような表示がされておりまして、工事内容やその期間を記載した表

示板というのが設置されております。これは、議員御指摘のとおり、道路利用者

に対して道路工事がなぜ行われるのか、いつ終わるのかをわかりやすく周知し、

道路工事に対する理解を促進するためのものでございます。このような表示板は、

道路利用者に適切に情報を発信するための重要な手段であると考えておりまして、

今後も受注業者さんの御協力を得ながら、このような工事情報板や工事説明看板

の設置に努めてまいりたいと思っております。 

 また、もう一点、細切れして事業をやっていくということについてなんですけ

れども、本市の状況といたしまして、管理者として早急に対処すべき事案や地域

の要望等を踏まえて工事を実施していること、また、予算上の課題等もございま

して、一地区に事業を集中することが難しい状況でございます。その結果、単年

度では事業完了に至らず、やむを得ず事業区間を分割して複数年度に分けて事業

を実施することが多くなっております。このような場合、工事箇所周辺の住民の

皆様や他の道路利用者様から当該年度の工事のみならず、その工事の進め方につ

いてもお問い合わせいただくこともあり、工事全体の工程等の周知は工事実施の

上で非常に重要であるかというふうに思っております。 

 そのため、今後、一つの工区で複数年度にわたって事業を実施するような場合

は、工事着手前に当該年度の工事内容とあわせて事業スケジュール等を情報提供

するなど、工事案内文書や工事情報看板等を利用しまして幅広く周知に努め、円

滑な事業実施を図ってまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 情報の提供はぜひ小まめにというか、細かくやっていた

だきたいなと思います。 

 実は、先ほど管外視察のお話を冒頭でいたしました。宇都宮市、大きなまちで

すけれども、こちらでもやはり大きいだけに全てのところに手が回らないという
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状況の中で、草刈りなんかもその年度内でできるところ、できないところが出て

くる、それはその年度初めにきちんと情報を提供して、できないところに関して

は自治会さんなり、そういった地区にお願いをして協力を求めるというような形

をとっていると聞かされました。 

 尾鷲市の場合でも草刈り費用というのは当初予算のときに出されますけれども、

ただ、その時点ではどこの場所をいつするのかというところまでの情報提供は市

民に対してないというふうに思っております。それを当初にことしやるところは

こことここ、いつごろやりますということをお話ししていただければ、例えば、

センター管内なんかではもうそれこそまち掃除はまちでやるものというふうに、

これは了解のような形で協力をいただいておりますよね。そういったところだけ

ではなくて、例えば、旧町内、そのあたりでもことしここができないんだったら

みんなでやりましょうかという声を上げていただくためにも情報提供が必要だと

思っておりますので、その辺、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、もう一課ぐらい御紹介いただきたいなと思うんですけれども、実は

今回、１日目の一般質問の御答弁の中に、災害時にはこうするんですよという事

業計画のあたりが説明されました。その中で気になりましたのが、水道部の説明

の中に災害時、給水であるとか、水道事業に関しての順位であるとかというあた

りは決めておりますという、そういう御答弁がございましたけれども、それはど

うですか、市民の方にもきちんと知っていただく機会が要ると思うんですけれど

も、水道部長あたり、どういうふうにお考えですか。 

議長（南靖久議員） 水道部長。 

水道部長（尾上廣宣君） 水道部のほうは、尾鷲市水道地震防災応急対策計画と水道

事業危機管理マニュアルがあるということで先日御説明いたしました。ただ、議

員がおっしゃりますとおり、現在、この両計画につきましては市民への周知とい

うのは今のところ余りできておりません。ただ、これとはまた別になんですが、

水道部ではもともと水道事業の主目的が安全で安心な水の提供が主目的でありま

す。この辺につきまして、本来、出前トーク等で市民の方にお伝えし、また、先

ほどの計画等も御周知すればいいんですが、今のところできておりません。 

 ただ、このようなことを含めまして、市内の小学校などから見学があった場合

に、その希望者に対して水道事業のことをさまざま御説明しております。今年度

におきましても三木小、尾鷲小学校、矢浜小学校、三木里小学校と現時点で４校

の見学がありました。内容につきましては、取水、送水、排水ポンプや消毒施設、



－１７７－ 

貯水タンクの見学、水道水の取水方法、消毒方法の説明などが主なものですが、

そのほかには被災時を想定した給水体験や啓発物品の配布なども行っております。

その様子については、地元紙や地元ケーブルテレビ、市の広報などでも紹介して

おります。 

 このような取り組みを今後とも続けまして、水道事業への市民の理解を得てい

きたいと思っております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。 

 もうこの際ですので、出前トーク、１７課のテーマがあるというふうに申し上

げましたけれども、実はここにいらっしゃる課長の中で出納と監査というのは出

前トークがないんですよ。もちろん私たちも市役所の中にいても直接市民の方か

らのお問い合わせにそこの部分って少ないのかなという気はするんですけれども、

やはり市の中において重要な役割をするポジションではあるのかなと思うんです

けれども、どうですか、出納のあたりでは市民の方に御理解いただくべきものと

いうのをどういうふうに考えますか。 

議長（南靖久議員） 出納室長。 

会計管理者兼出納室長（北村琢磨君） 出納室は内部事務というようなこともありま

して、なかなか住民の方と日々接するというところが少ない部署ではあります。

今回、出前トークのテーマは、以前から上げてはおりませんでしたが、住民の方

と出納室の事務をわかっていただけると、距離感を近づけるというようなことか

らも担当業務の中では決算全体のようなもの、決算について御要望があるのでは

ないかと思っておりますので、出前トークのテーマとしても、また早いうちに追

加をさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） さまざま各課の課長にお話をいただきました。この際な

ので私もしゃべりたいという方、いらっしゃいませんか。挙手いただければ当て

ますけれども。 

 実は、もう一つ資料をごらんいただきたいと思います。 

 これ、実は、冒頭で申し上げました遠野市で行われております市長と語ろう会

という、これは市民懇談会の昨年度の実績というふうになっております。市長が
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直接出られて、これはずーっと現市長になってから続けてこられたものを、昨年

に関しましてはもっと細かく地区を分けてというような説明がされておりました

けれども、年間で２３回です。こういった形で各地区の懇談会を行い、さらに、

いただいた意見、提言というのをこれ、全てホームページのほうで載っておりま

す。 

 あと、もう一個資料をお見せしたいと思います。 

 これは今、少し注目している病院なんですけれども、横長の資料になります。

島根県の雲南市というところにあります雲南市立病院なんですけれども、ベッド

数もほぼ尾鷲総合病院と同じ、お医者さんの数も相対して変わりはありませんが、

とても経営状態のいい病院となっております。決してドクターも多いわけではな

いので手が余っている様子ではないなと思うんですけれども、ここでは病院に関

する出前講座という形で、今ごらんになっている数で合計年間８１回です。これ

は、それこそドクターだけではありません。ごらんになればわかると思いますけ

れども、保健師さんもいらっしゃいます、薬剤師さんもいらっしゃいます、栄養

士さん、あと、事務方の方、さまざまな方がまちに出てやりとりをされておりま

す。 

 以前、私は紀南病院の出前講座に行かせていただいたことがございます。その

当時もかなり小さな集落での講座でしたけれども、すごくたくさんの方が時間に

もかかわらず集まっておられました。そのときに地元の方とそのときに講師にな

られたドクターとお話を聞きましたところ、やはり市民との顔の見える関係にな

ることで信頼関係をつくり、病院がさらなる経営改善にもつながるのではないか

というお話であるとか、やはりふだんお話をする先生だと、診察に行ったときに

緊張感が解けて、すごくいろんなお話がしやすくなりますという住民の方のお話

も聞きました。 

 こういったいろんな事例を見るにつけて、やはり市民との見える関係という、

それが大事ではないかというふうに感じましたので、市長、これから今までの各

課長のお話を聞き、こういった事例を見て、どういった形で市民と接していこう

かというお考えはありますか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、正直言って、市役所の職員と市民との関係はどうである

かというような。私はもともと企業人でございましたから、小売の商売におりま

した。お客様は誰なんですかというような、常にそれを我々、テーマでした。お
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客様は、例えば、私は阪急におりましたから、阪急百貨店でお買い物をしていた

だくお客様、これがまさしくお客様です。それを考えた場合に、市役所のお客様

って誰ですかという。当然のことながら市民の皆様ですと。これは、統一してお

かなきゃならないと私は思っているわけなんです。その中で一番、だからお客様

に対して何が一番大事なのかということは、要するに、今、市役所としてどうい

う形で動いていますか、市政の状況、あるいはこういう事業、議員もおっしゃっ

ていますように、いろんなやっぱり情報発信というのが絶対必要なんですね。情

報発信というのは、これは必要条件だと私は思っています。どうしてもやらなき

ゃならない。それに対してお客様が、要するに、市民の皆様方がどういうふうに

して受けとめているのか、これを確認しなきゃならないですね。 

 私は、だから要するに、説得と納得の話だと思います。要するに、市役所とし

て広報活動をやるということは、要するに、こういうことをやっているよ、こう

いうことをやっているよ、ああいうことをやっているよと市民の皆様に説得して

いるわけなんです。しかし、説得するだけじゃだめなんだと、それは相手方が納

得しないと事はうまくいかない、こういう考え方なんです。 

 そうすると、やはりその中で必要なのは出前トークというのは、私も詳しくは

知りませんでした。七十何回、二千何人が行っているというのは、本当に近々に

知りました。このやり方というのは、たとえ忙しくてもやっぱりやっていかなき

ゃならないかん。要するに、市民のお客様の声を聞く、市民の皆様方の意見を聞

きながらやはり市政は運営すべきだという、私は根本的にはそういう考え方をし

ておりますので、そういう方向で、やはり私としては職員とともにそういう考え

方でもってそういう方向でぜひともやっていきたい、このように考えております。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。 

 これ、実施の状況を見せていただいたときに、やはりどうしても団体向けとい

うか組織向け、そういうところが中心になっております。もともと組織に属して

いる、団体に属している市民の方たちはそれだけ、もちろん市政に対して意識を

高く持っていらっしゃる、だからそういうこともお声をかければ聞いてもらえる

状況にあるのかなと思うんですけれども、ただ、組織にお願い、団体にお願いす

ると役員中心になりがちで、いつも同じような顔ぶれになってしまうのではない

かという懸念もございます。私たち議会のほうとしましても、やはり議会報告会

をやっておりますけれども、顔ぶれが固定してしまうこと、これは議会のほうと
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してもこれから課題として考えていくところかなと思うんです。 

 市長の言われるきめ細かく市民の方たちに説明をするために、もう一つ問題点

があると思うんです。センター管内におきましては、やはり地区会、町内会とい

うような形で組織ができておりますけれども、今、旧町内中心部にはもう自治会

もない、自主防災会もない、もう個人で生活しているというような状況のところ

が多く出てきております。この話になりますと、また別の話として話が広がって

いきますので、そこはまたの機会にしますけれども、こういった組織としてない

ところの人たちをどう集めるのか、どういうふうにお声がけをしていくのか、そ

のあたりが課題としてありますので、そこはまた次の機会までにきちっとその仕

組みづくりもお考えをいただきたいなと思います。 

 それと、もう一つ、何でもいいですから聞かせてくださいは絶対要望合戦にな

ってしまいます。ただ、その要望も大事な市民の意見としてお聞きするんですけ

れども、特に市民の要望に対して、できないものほど丁寧に説明をしていただき

たい。それはどういうことかといいますと、財政的にできないことの説明が今ま

で多くて、市長はお金がないは理由にならんのですわという、そういう言葉もい

ただいておりましたけれども、財政的にできない、例えば、５万、１０万の要望

をしてきて、できませんと言われて、じゃ、次の予算で１億、２億の予算が出て

きたときに、５万、１０万ないけど、１億、２億があるのかという極端な話、そ

ういった話では納得をされていないという先ほどの話ですけれども。財政的にで

きないことは、ほかのどんな事業に優先順位があってとか、これだけ要るのでこ

この部分が出せませんとか、今回のことしの目標がここなんですよという、そう

いうところまで御説明いただく必要があるのかな。 

 それから、時間がかかりますということに対しても、２年かかるんです、３年

かかるんですと言われる事業がございます。時間がかかるというだけでは、それ

は納得は得られません。どういった手続が要るのか、例えば、外部の手続が要り

ます、国の手続が要ります、県の手続が要ります、審議会の審査が要ります、そ

ういったところまで説明していただいて初めて納得かなというふうに思いますの

で、どうかその説明、それをどの職員に聞いても同じ答えが出るような、そうい

った内部での情報共有というのも必要かなと思います。そういったあたりを努め

ていただきたいなと思います。 

 それから、最初に御説明いただきました子育て会議の中で新しい組織が立ち上

がりましたというふうにお聞かせいただきました。私もその現場で見せていただ
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いて、いろんな方たちがこういう人がいたんだなということをそういった場面で

見せていただくことに出くわして、すごくうれしいなと思っております。 

 今、現状でもいろんな審議会であるとか、委員会であるとか、そういったもの

が市の中にはありますけれども、そういった人選とか人探しの御苦労ってあるの

ではないのかなと思うんですけれども、具体的に、例えば、教育委員会の教育委

員さんであるとか、そういった審議会のものであるとかという人材探し、どうい

った方法でやられておりますか。これはどなたに聞けばよろしいですか。人材探

し、そちらですか。こちらで。 

議長（南靖久議員） 教育総務課長。 

教育委員会教育総務課長（佐野憲司君） 今、例に挙げていただきました教育委員、

本市の教育委員は教育長を含めまして５名で構成をされておりますが、御存じの

ように教育委員というのは、市長が議会の同意を得て任命をさせていただいてい

るというところですが、教育委員の資質的なことも含めてですが、被選挙権をま

ず有してみえる方で、それで教育分野に対して見識を有する方というかなりざっ

くりした決めがございますが、その中でも今言ったように、教育長を除くと４名

の方ということもありまして、その４名の中での年齢でありますとか、性別、そ

して、ついてみえます職業等において著しいいわゆる偏りというんですか、そう

いうものがないようにしなさいということとか、あと、その中にも昨今は現役の

保護者も含めるようにという注意というか、決めもあるということ、そういうこ

とを勘案しまして大変あれですけど、教育委員会事務局を通じたり、あと、いわ

ゆるＰＴＡの方等々の情報も得ながら、そういった方を探させていただいて個別

に当たらせていただいているというのが今の現状でございます。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 御苦労はないですか。楽々と見つかっておりますか。ど

うですか。 

議長（南靖久議員） 教育総務課長。 

教育委員会教育総務課長（佐野憲司君） 全くないのかというとそれはあれですけれ

ども、それなりにいろいろ私どももアンテナ延ばさせていただきまして、人選含

めて当たらせていただいているというところで御理解ください。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 教育委員会の例を今、お聞きいたしましたけれども、こ

ういうタウンミーティングであるとか、懇談会であるとか、そういう意見収集を
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する場面で、思わぬところできらりと光る人材に当たることというのはあります

ので、ぜひそういった市民の方たちの御協力を求める上で、人材探しでもあると

いう、そういった意識でこういったことを広げて開催していただきたいなと思い

ます。 

 ここでひとつ、情報共有というところでもう一つの事例を紹介させていただき

たいんですけれども、６年ほど前なんですけど、宮崎県の五ヶ瀬町という小さな

小さな自治体なんです。当時、行きましたときに４,５００人ほどの人口、今は

もう４,０００人も切ったちっちゃなところなんですけれども、ここで極小規模

校の特別な授業の形をやっているということで聞かせてもらったときに、もうそ

んなちっちゃなまちですから、まち全体が行政だけではなく学校、いろんな団体

全て含めてまちづくりとして行っておりますというその話の中で、当時中学校が

二つ、小学校が四つというそういったまちで、今はもうその中学校が統合して一

つになっておりますけれども、全ての校長先生に市議会を傍聴してもらっており

ますと、そういった話を聞かされました。 

 それは何かといいますと、市の目指すべき方向、目標、そういった市の方向性、

そういったことを学校にも理解していただいて、子供たちにそういった総合的な

学習であるとか、そういったころでこのまちの子としての教育を進めていくため

には、学校長にも行政の方向性をきちっとわかっていただこう、今現在、どうい

った課題があって、どういったことを推進している。学校の中での予算を優先し

てほしいと思っているばかりではなくて、まち全体の予算として学校のほうも考

えていこうということを理解してもらうために、行政、学校、全てが共通認識の

上に立って事業を進めるために校長先生にも一般質問を聞いてもらっております

と、そういったことを聞き、私は少し驚いたのと感心もいたしました。そういっ

た中で、やはりまちづくりに子供たちの教育というものが大きくかかわってくる

んだということをまち全体で体感をしておりますという説明もいただいておりま

す。 

 いろんな特色のある進め方というのは先進事例がいろいろあるものですから、

きのうもほかの議員さんがこういった事例あります、市長、どうですかというふ

うなことも聞いておられましたけれども、やはり先進事例であるとか、特色のあ

るもの、まねるところから始まってよいのではないかなというふうにも感じてお

ります。ぜひそういったあたりでお進めいただきたいと思います。 

 また、ほかにもいろんな課の話が聞きたいんですけれども、時間の関係もござ
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います。ここで、その発信ツールとしてのものに少し話を移したいと思います。 

 今、情報発信をするための広報、ワンセグ、そういったいろんなツールを考え

るときに、今回、広報おわせについて１００人ほどの方に御意見を伺うのにアン

ケートを行ったりとか、直接お話を伺ったりしてきました。ありがたいことにほ

ぼ全員の方が必ず見ますよと言っていただきました。残念なのが、必ず見ますけ

れども、ぱらぱらですとか、自分に関係あるところだけですとかというお話をさ

れております。この言葉、ちょっと気をつけたいなと思うんですけど、尾鷲市民

であれば、全部のページ、市民の皆様関係あるんですよという御説明も申し上げ

ました。だけど、当事者意識がない、書いてあることに当事者意識がない、その

あたり、ぜひ工夫が必要なのかなというふうに。 

 特に、１冊の、今月、この１２月号、広げて、あっ、これはちょっと違うなと

感じたんですけれども、冒頭がいきなりごみ分別で、ちょっと目を引くのかな、

そういった感じはしましたけれども、きょう持ってきていませんけれども、４月

号は、総合計画の後期基本計画が始まりますよという冒頭から始まりました。字

が細かったです。その辺は、市民の皆様は、自分のことと思う方ってなかなかい

らっしゃらないんですね。そういったやっぱり巻頭にあるものに興味を持ってい

ただく、読んでいただく工夫が必要なのかなと思うんですね。 

 それで、その中で今回見つけましたのが、岐阜県の高山市は、これは視聴覚障

害者向けなんですけれども、ホームページに広報紙を声で届けるサイトがござい

ました。全てを読み上げるというものなんですね。全部、写真の説明までされた

声の広報紙なんです。これを見たときに、例えば、今ありますワンセグ、ワンセ

グで大見出しだけでもどうですか、月に１回、月初めに今回の広報、こういうも

のを載せていますよという発信をされてはどうかなと思うんです。特にお話を聞

いた高齢者の方は、字が小さいところだと中まで読むのにちょっと疲れるので読

んでいませんという方も多かったんです。 

 そのあたり、声で届ける広報のお知らせ、あるといいなと思うんですけど、市

長、どうですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 正直申しまして、このエリアワンセグ、すばらしいものだなと

思っているんです。当初は、防災のためのエリアワンセグであると、これは非常

に重要でございますから、これをやる。ただ、その１機能だけにやるのではなし

に、今回、私自身、尾鷲節、市長からメッセージを送ろうというようなことでや
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ったんですけれども、非常に皆さん方、見ていただいて聞いていただきました。

私も一応、就任してからまだ３カ月それぐらいでしたから、まだ熱いんですよね。

そういうことも相まってうまくあれして、ワンセグってこんなにすばらしいんだ

なと。 

 その中で、広報おわせは、私は内容的にはすばらしいものだと思っております。

それに甘んじるんじゃなしに、やっぱりさっき議員の御指摘のございましたぱら

ぱらですよね、ぱらぱらなんです。これはやっぱり問題があると思います。です

から、もうぜひこのエリアワンセグの行政放送というものについては、広報おわ

せ、これの掲載内容の紹介につきましてもやっぱり多くの市民の皆様方に伝わる

問題でございますので、もうそういう方向でぜひ私自身も実施していきたいなと、

それを一度検討させようかと、このように考えております。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 後で聞こうかなと思ったんです。尾鷲節のコンクールの

広報は確かに私もまちで聞きますと、市長があれだけ直接言ってくれたんやから、

行かんとあかんよなという声を方々で聞きました。本当に市長発信の効果という

のは大きかったなと思います。 

 現在でもごみの分別に関して詳しく流れております。高齢者の方たちに特に好

評をいただいているようで、やっぱりごみの分別をきちっとして有料袋になった

ときに、これがわからん、あれがわからんという問い合わせを私自身もいただき

ましたけれども、こういったごみ分別のこと、例も含めて、ワンセグの平常時活

用というものはどんどんやられるべきかなと思うんです。 

 それで、ただ、やっぱり環境の公表のごみ分別の部分に関しましても、ワンセ

グだけでは一方通行なんですね。この一方通行の分別の御紹介をした後、どうい

った展開をしていくのかというのを気にしておりますので、もし計画などありま

したら、もし担当課のほうで答えられるんでしたら担当課でもいいですし、市長

のほうの感想でもいいです。担当課で行きますか。 

議長（南靖久議員） 環境課長。 

環境課長（竹平專作君） 今回のワンセグの放送が好評であったということについて

は大変うれしく思っております。今回のワンセグの放送内容につきましは、ごみ

を減量することとして、ごみ分別のお願いということで放送させていただいてお

りますが、テーマとしてまず考えさせていただいたことは、まず、ごみの出し方

を具体的にわかりやすくお知らせをしたいということでございました。それには、
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ふだんごみ出しをする方がどのようなふうに考えて、わかりにくいことはどのよ

うな点があるのかということをまず知る必要があるだろうということで、まずは

市の女性職員の方との意見交換会をさせていただきました。その中で出てきた意

見を参考にさせていただいて、今回放送させていただいております。 

 今後におきましては、このようなことを踏まえまして、また、市民の方と接す

る機会を設けさせていただきまして、意見交換するような場を設けさせていただ

きまして、いろいろ貴重な意見をいただきながら今後も含めて周知に努めてまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） その辺のところをちょっとつけ加えて申し上げたいと思って、

実を言いますと、ごみの問題につきましてせんだって自治会連合会のほうから市

長との意見交換会で出ましたんです。要するに、ごみの出し方がわからない、だ

から周りが困っていると。そのことについて即、環境課長のほうに指示しました。

どういう方法がいいんだろうというようなことで、今回、こういうワンセグの活

用をしながら、要するに、キャンペーン的なものを張るというようなことで、即

実施してもらった一つの大きな僕は事例であると思っておりますので、この辺の

ところをお含みおきいただきたいと思います。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。 

 特にそういったごみの出し方であるとか、先ほど小川議員のお話の中にありま

した国保の頑張ったまちには交付金差し上げましょうのあの事業に関しましても、

市民の方たちの協力なくしてはなし得ない事業であると思うんですね。こういっ

たことでこの事業に協力してほしいんですよということをお伝えするのに、どう

いった伝え方が一番わかりやすいですかというのも実はまちでお声を聞いてきま

した。 

 確かに講演会形式もあります。教室形式でやる場合もありますけれども、やは

り車座になって五、六人の少人数でやりとりをしながら聞くとすごくわかりやす

いですよということを聞かされましたので、そういったタウンミーティングなり

こういった講座をやるときには、そういった開催の方法、伝わりやすい皆さんの

わかったかどうかの確認しやすい、そういった形式も研究していただきたいなと

思います。 
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 時間もなくなってまいりましたので、少し今度は規則的なことでお伺いしたい

んですけれども、もう一つ市長は今度は市内だけではなく、ふるさと納税なんか

でも市外にもどんどん発信をしていきたいというふうに言われておりますけれど

も、それにはやっぱりインターネットである、それから、インターネットを介し

てのＳＮＳ、いろんな手法がありますけれども、現在、尾鷲市にはインターネッ

ト、ネット上の規則がございません。ないと思うんです。せめてガイドラインは

必要ではないかなというふうに感じるんですけれども、そういったあたり、やは

り公共のものですから、ある程度職員が発信するにしてでも、これは議会も含め

てですけれども、ＳＮＳ発信のガイドライン、尾鷲市なりのものを定める必要が

あると思うんですけれども、いかがでしょうか。 

議長（南靖久議員） 間もなく正午になりますので、正午になりましたら会議を中断

することをあらかじめ御理解をお願いいたしたいと思います。 

 市長。 

市長（加藤千速君） 大変大事な話だと思っております。これにつきましても具体的

に申し上げますと、さっきの観光の観光事業の再生の話の中で、要するに、ホー

ムページを充実させようとか、いろんなそういうネットをきちんとしようという

ような話の中で、やっぱりニーズに応じた形のやっぱりラインというものをきち

んとつくらなきゃならないと私は思っております。その辺のところを十分踏まえ

まして、もう一度やっぱりその辺のところを整理するべきじゃないかなとは今考

えております。 

 さっきのふるさと納税の話もあるんですけれども、要するに、アナログ、デジ

タル、こういったものをうまくやっぱり活用しながら、どっちかといったらアナ

ログ的な数字のことが多いんですけれども、こういう全体的に大きく広めるため

にはそういう装置なりツールというのは大事だと思っておりますので、十分前向

きに検討したいと考えております。 

議長（南靖久議員） 正午の時報のため中断いたします。 

〔休憩 午前１１時５９分〕 

〔再開 午後 ０時００分〕 

議長（南靖久議員） 再開いたします。 

 １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） できるだけ急いでつくっていただきたいなと思います。

ガイドライン、どうですか、年度内にできそうですか。その辺はいかがでしょう
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か。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 努力はしますけれども、まだあと３カ月ちょいしかございませ

んので、できるだけ早目にいたしますけれども、年度末ということについてはお

約束ができないかなと、極力頑張っていきたいと思いますので。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） もう一つ、実は、今回この質問をするに当たって、各自

治体の広報紙の仕組みがどうなっているかなというのを探したときに、実は尾鷲

市には広報おわせに対する規則がつくられておりませんでした。広告掲載の要領

はございましたけれども、広報紙そのものの規則、要領、要綱、どれもございま

せんでした。これは公共がやることにおいてどうなのかなという気がするんです

けれども、副市長、どうですか、こういった事例は、これ、設置するべきではな

いんですか。どうですか。 

議長（南靖久議員） 副市長。 

副市長（藤吉利彦君） 私も特に広報の経験をしておりませんけれども、例えば、編

集をどうするかとかというところを例えば庁内で議論するとか、その辺の仕組み

についてはしっかり庁内で規則といいますか、取り決めをしていきたいなと、こ

んなふうに考えております。 

 以上です。 

議長（南靖久議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 編集のあたりでも、これ、北海道の旭川市なんですけれ

ども、平成９年から広報紙に対する委員会が設置されておりました。２０年がた

ちまして、この平成２９年からは広報広聴推進懇談会という、そういったものに

変わってきておりまして、これが各月開催で年６回広報広聴に対しての意見を市

民の方からお伺いする、これは委員をつくってなんですけれども、公募委員も入

っておりまして、そういった形になっております。 

 冒頭で言いました遠野市では高校生が編集部員として、その広報の２ページほ

どを担当しておりました。重大ニュースに関しては市民投票で重大ニュースを決

めているという、市民が当事者意識を持ってつくり上げる広報紙というふうに感

じております。やはりこれも市民参加型というのは、広報紙をつくることだけで

はなくて、各事業において当事者意識を高めるのに有効なのではないかなという

気がいたしました。 
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 そういったこともありますので、どうかこういう市民に対する事業説明とか理

解を求められれば、例えば、その都度、その都度、一つ一つの事業に対して窓口

に問い合わせがあったり電話がかかってきたりという、そういったところの事務

軽減の一つにでもなるのではないかな。市長が少し前に隗より始めよなんですと

いうふうに言われました。一個一個点検する中で、まずは、事業を皆さんにきち

っとわかっていただく方法を形として確立されれば、この後、きちんとルーチン

として進んでいくように思いますので、どうぞ今後一層の事業推進のためにもき

ょうの御提案を受けていただければと思います。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 常にこの隗より始めよ、常に常に思っております。まず、やっ

ぱり身近なことからどうやって大きなことに邁進していくのか、その心づもりで

市政を運営していきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございました。 

議長（南靖久議員） ここで休憩をいたします。再開は午後１時２０分からといたし

ます。 

〔休憩 午後 ０時０５分〕 

〔再開 午後 １時１９分〕 

議長（南靖久議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、３番、奥田尚佳議員。 

〔３番（奥田尚佳議員）登壇〕 

３番（奥田尚佳議員） 皆さん、こんにちは。 

 最近では珍しく１０人が一般質問をやるということになりまして、私がその最

後ということであります。皆さん大変お疲れだと思いますし、それに昼食の後で

眠くなる時間帯でもあります。ですので、皆さんが少しでも退屈しないような一

般質問をしたいなと思っております。 

 その前に、まず、さきの９月議会で尾鷲節コンクールについて既に２５０万円

の予算が計上されているにもかかわらず、約３０万円の追加予算が計上されたこ

とについてかなり議論をさせていただきました。加藤市長におかれましては、そ

れでむきになられたということはないと思いますけれども、かなり力を入れて老

人クラブにも集客を呼びかけ、ワンセグでもかなり長期間にわたり周知を図って

おられました。その結果、主催者発表の来場者数５,２００人、５,２００人とい
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うのはいささかオーバーな数字だとは思われますが、私は加藤市長のその意気込

み、大きな熱意、そういうものにとても感動いたしました。この場をおかりしま

して加藤市長に心から敬意を表したいと思います。大変お疲れさまでございまし

た。現在の尾鷲市は問題が山積しております。尾鷲節コンクール以外にもたくさ

んの事業があります。その調子でお体にはくれぐれも気をつけて市政運営に尽力

していただきたいと心から思います。 

 ただ、９月議会で問題を投げかけました予算の計上の仕方、補助金のあり方に

ついての問題は依然として残っております。今後、その辺の課題についてもクリ

アにしていただきたいと思いますし、この尾鷲節コンクールの決算及び執行部が

言われた経済効果等の成果についても今後、説明責任を果たしていただきたいと

思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは、通告に基づきまして一般質問をさせていただきます。 

 今回の一般質問は、環境ということをテーマに、環境ということをテーマにす

ると環境問題なのかという問い合わせも何人の方がいらっしゃって、環境問題と

いう直接そういうことではないんですけど、２点ほどお伺いしたいと思います。

一つが有料化されているごみ袋について、二つ目が再生可能エネルギー等の利活

用及び推進についであります。どうかよろしくお願いいたします。 

 まず、有料化されているごみ袋についてお尋ねいたします。 

 昨年８月の生活文教常任委員会において示されたごみ処理施設広域化基本デー

タによりますと、平成３５年３月ごろには東紀州５市町による新ごみ処理施設が

稼働されるということであります。現在、東紀州の５市町、すなわち尾鷲市、熊

野市、紀北町、御浜町、紀宝町の中で、ごみ袋が有料化されているのは尾鷲市だ

けであります。言うまでもありませんが、現在のごみ袋の価格は４５リットル袋

１０枚で３８０円、３０リットル袋１０枚で２５０円、１５リットル袋１０枚で

１２０円、１０リットル袋１０枚で８０円であり、尾鷲市は三重県下で３番目に

高い価格水準であります。 

 そこで、加藤市長にお尋ねいたします。 

 ごみ袋の有料化は、市民に住民税を課している中で二重課税ではないかという

指摘もあるわけですが、市民の負担を軽減するため、今後、値下げ等を行うつも

りはないでしょうか。市長自身の率直なお考えを聞かせてください。 

 次に、再生可能エネルギー等の利活用及び推進についてお尋ねいたします。 

 先月６日から１８日にかけてドイツにおいて国連気候変動枠組条約第２３回締
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結国会議、いわゆるＣＯＰ２３が開催されました。この会議は、２年前の２０１

５年に２０２０年以降、途上国を含めた全ての国が協調して地球温暖化対策に取

り組むとした国際条約であるパリ協定のルールづくりを進めるためのものであり

ます。このＣＯＰ２３については、作業が着実に進んだという意見がある一方、

目に見える成果が乏しいという意見もあるようです。 

 しかし、いずれにせよ世界的なエネルギー政策の見直しが着々と進んでいるこ

とは事実であります。そこで、昨今特に着目されているのは、太陽光、太陽熱、

水力、風力、バイオマス、地熱等の再生可能エネルギーの利活用であります。 

 尾鷲市は今、大変な財政難であります。少しでもこのような再生可能エネルギ

ーをうまく活用して、電気を起こし、経費節減や売電ができないかと思うわけで

はありますが、そこで、市長にお尋ねいたします。 

 ことし３月に完成した第３保育園には、太陽光発電の施設が備えられておりま

すが、現在の尾鷲市が管理している施設で再生可能エネルギーを有効活用してい

る施設がどのくらいあるのか。また、今後、尾鷲市の管理する施設だけでなく、

尾鷲市全体で再生可能エネルギーの利活用と推進についてどのようにお考えなの

か、市長の率直なお考えを聞かせてください。 

議長（南靖久議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） 先ほど奥田議員のほうから尾鷲節コンクールにつきまして非常

に温かいお言葉をちょうだいしまして本当にありがとうございました。ますます

頑張って発展させていただきたいというようなことで、ぜひぜひ御協力をよろし

くお願いいたします。 

 さて、奥田議員のほうから、まず、ごみ袋の値下げを行うつもりはないかとの

御指摘についてであります。 

 有料化されている指定ごみ袋につきましては、市民の皆様に多大な御協力をい

ただき深く感謝しているところでございます。平成２５年度にこの指定ごみ袋制

度を導入以降、市の収集する可燃ごみ量につきましては２０％以上の削減が継続

して維持できております。昨年６月に指定ごみ袋料金を引き下げした以降のごみ

量につきましても、有料化前と比較すると随分削減されておりますが、前年度比

で若干の増加が見られることから、ワンセグを活用したごみ減量の啓発活動に取

り組んだところであります。 

 指定ごみ袋料金の引き下げにつきましては、昨年度に実施したところでもあり、
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引き続き、ごみ量の推移に注意しながら検討してまいりたいと存じます。 

 次に、再生可能エネルギー等の利活用についてであります。 

 本市が管理する施設への再生可能エネルギーの設置状況につきましては、現在

のところ、須賀利センターと尾鷲第３保育園における太陽光発電設備の２カ所と

同園におけるリチウムイオン蓄電池の１カ所となっております。再生可能エネル

ギーの普及については、第６次尾鷲市総合計画後期基本計画において、市は再生

可能エネルギーを導入するなど地球温暖化対策に努めますと位置づけられている

とおり、環境負荷軽減の観点から、当然ながら本市においても必要な取り組みで

あるものと認識いたしております。 

 また、公共施設への導入については、再生可能エネルギーの導入により、経費

節減につながることと認識しておりますが、現状においてイニシャルコストやラ

ンニングコストも懸念されるところであります。 

 今後も継続して第３保育園への導入に活用した再生可能エネルギー等導入推進

基金事業のような有効活用できる補助金やエネルギー技術の動向等についての情

報収集に努め、より経済的かつ効果的な再生可能エネルギー等の利活用の検討を

行ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ありがとうございました。 

 それでは、一般質問というのは一問一答式でございますので、中身を詰めさせ

ていただきたいと思いますけれども、まず、ごみ袋なんですけれども、市長も今

言われたように、平成２５年の４月からごみ袋有料化スタートして、ごみの量も

２０％以上減ったという答弁を今、いただきましたけれども、市長自身はどうで

すか、ごみ袋の有料化ということについては率直にどのように思われています。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 一部、市民の皆さんに負担をかけているのは本当に恐縮でござ

いますんですけれども、やはり我々の政策の中にごみ量を減少させるという大き

な使命もございますので、当分の間はそういう形で進めさせていただきたいと、

このように考えております。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） でも、私は、市長はそうやって言われましたけど、確かにご

みの量は減りました。でも僕は有料化ありきではないと思うんですね。ごみの量
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を減らす方法って幾らでもあって、何回も申し上げておりますけど、やっぱりご

みの分別ということが僕、大事だと思うんですよね。ですので、私は、この有料

化というのは確かに必要ですよ。でも私はもう絶対反対の立場なんです。 

 というのは、市長、この経緯を説明させてもらう、御存じだと思うんですけど、

伊藤市長の時代に、平成１９年７月、今からちょうど１０年ちょっと前、１０年

半ぐらい前、尾鷲市廃棄物減量等推進審議会というのが立ち上がったんですね。

これ、三重大学の朴先生が会長です。１４名の方で構成されて。 

 それが、私が市長、そちらの執行部に入ったのが２０年の３月で、この答申を

いただいたのが２１年の２月、今からほぼ９年ぐらい前ですか、答申をいただい

たんですよ。市長室にこの朴先生と何人かが来られましたわ、答申書を持って。

そのとき、私、お断りしたんです。お断りしました。何でお断りしたかというと、

確かにごみ袋の有料化というのは流れですよ、ずーっとほかのところもやってい

ます。ちょうどそのときは伊勢市もやったのかな、直前。もう時代の流れという

のはわかっていました。ただ、今、尾鷲市の景気とか経済状況を考えたら、やっ

ぱり今、とてもじゃないけど、これ以上、僕は市民の方に負担かけられないと思

ったんです、かけられないと。だから、そういう意味で、今、尾鷲市の経済状況

を考えたら、今やるべきじゃないですということで、時期尚早ですねということ

で丁重に僕はお断りしたんですね。そのときも申し上げたんですけど、僕、当然

申し上げました、ごみの分別が先ですねと、それは徹底してこれからやりたいな

と思っていますので、とりあえずこれだけは僕はお断りしますとお答えしたんで

すよ。 

 その後、岩田市政になりまして、また２３年の６月ですわ、６年ちょっと前、

また再度この審議会が立ち上がりまして、ほとんどメンバーは同じですわ。朴先

生が会長でね。結論ありきですよ。答申書が上がってきて、２４年２月、もう一

回岩田市長のところで答申書が出されて、岩田市長はオーケーしたんでしょうね。

議会のほうも、当時の議事録を見ると、余り議会のほうも、南議長なんかは結構

反対されておったのかなと思いますけど、何人かの方、強烈に反対されているん

ですけど、そんなに議論していないんですよ。もう有料化ありきで進めていった

なという印象が僕ありまして、もう大反対なんです。 

 だもんですから、この４年間も岩田市長と僕は何回も何回もこのごみ袋の件に

つきましては議論をさせてもらいまして、去年の３月ですよ、去年の３月議会、

岩田市長のほうから１０％の減額案が出てきましたので、出てきたんですね。で
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も委員会としてもごみの量ももう２０％以上減っているし、ごみの値段も製造単

価も６０％ぐらい下がっているのかな、相当下がっているのに１０％じゃ少ない

でしょうということで委員会で否決になったんですね。 

 その後、その３月議会、否決して、私は発議を出したんです、２０％減額と。

そのときには、三鬼孝之議員、今はいないですけど、中平議員、内山 議員、

それから、委員会では三鬼孝之議員とそれから内山 議員と、それから中平議

員が賛成していただいて、３人の賛同を得て発議を出したんですね。それで、委

員会では４対１で可決すべきになったんですけど、全体になったら、あとは真井

元議員と、それで、元議員の榎本議員が賛成で、あと残りの方は反対ということ

で６対６になって、それで、議長の採決で６対７で２０％減額はだめになったん

ですね。でも、その後、執行部が１５％減額を出してきて、１５％減額が通った

ということなんですね。でも、１５％と言いながら、実質１７％ぐらいになりま

すよね。だもんで、２０％でもよかったんじゃないかなと思うんですけど、そう

いう経緯です、流れなんです。 

 それで、私は、先ほど冒頭で申し上げたように、ごみ袋の有料化というのは二

重課税やと思うんですよ。住民税があるにもかかわらずね。というのは、廃掃法

ってありますよね、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、廃掃法、その第６条に

市町村は当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画を定めなければな

らないという、一般廃棄物の処理計画、これ、つくっていますよね、当然ね。つ

くらなければいけないという規定がありまして、その下に第６条の２に、市町村

は一般廃棄物処理計画に従ってその区域内における一般廃棄物を生活環境の保全

上、支障が生じないうちに収集し、これを運搬し及び処分しなければならないと。

だから、収集して運搬して処分しなければならないと、これ、義務として、これ、

廃掃法に載っているんですね。ですから、私はこれは二重課税ではないかという

ふうに言う方がいらっしゃるもんで、私もそのとおりだなと思っているんですけ

れども、市長はそのように思いませんか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 確かに市の役割として、先ほど奥田議員やって、法的にもそう

いう中身が記されているということは非常に認識しております。私自身は、もっ

ともっとやっぱり、さっきのＣＯＰ２３じゃないですけれども、もっともっとや

っぱりごみ量というのは減少しなければならないと、そのための何度も申し上げ

ますけれども、市民の皆様方に御協力をいただいた形の中で、そういう手段を使
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いながらもっともっとやっぱり啓発活動というものをやっていきたいと、このよ

うに考えております。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） だから、その法律に対してどうかというのを答えてほしかっ

たんですけど、どう思われます、この法律自体に対しては。この有料化の二重課

税だと思いませんか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 申しわけありません。私も知識が非常に疎いものですから、こ

の話は市町村において、行政においては、収集、運搬、処分というのは義務であ

ると、これは非常に理解しております。その分の有料化をすべきか、ごみ袋は有

料化すべきか、すべきでないか、それも無料であれするのかということはまたち

ょっと違った次元じゃないかなとは思っておりますんですけど、あくまでも、何

度も申し上げておりますように、ごみの減量化をしなければならない、これは第

６次後期基本計画の中にもうたわれていますし、その中の手段として市民の皆様

に御協力をいただいているという、こういう認識でおります。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ちゃんと答えてほしかったんですけど、答えにくいですかね。

僕は、これ、いろんな解釈があると思うんですけど、でも、これ、やっぱり収集、

運搬、処分をしなさいということなので、僕はもう二重課税だと僕は思っている

んですけどね。市長、答えられなかったので、それはそれでいいですけど、市長、

ごみの減量というのはわかります、その現状。 

 先ほども濵中議員が言われておったように、僕はワンセグで言っているのは、

最初、早口で、もうちょっとゆっくり言わんかなと思っていましたけど、最近は

ちょっとゆっくり言われていますけど、非常にいいことだと思うんですよ、あれ。

この前も僕、課長のほうにあれ、非常にええでと、もっとどんどんどんどん流し

たらええやんかという話をさせてもらったんですけど、どんどんそういうふうな

減量化を僕はしていかなあかんと思うんだけれども、それでも僕は、有料化あり

きじゃないと思うんですよ。そういう周知でと。それで、ごみの分別のごみステ

ーションをふやすとか、ほかにもいろいろ方法があるので、僕は有料化しなけれ

ば、ごみを減らさないといけないということではないと思うんですよね。だって、

紀北町、有料化していないのに尾鷲市より減っているじゃないですか。減少率、

この２８年度の資料を見ると、どんどんこれからも減っていくんですよ。これ、
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不思議なんですけどね。 

 だから、やっぱり意識づけとその分別、やっぱり啓発活動、僕はそこが重要じ

ゃないかなと僕は思っているんですけど、それで、市長、大事なことをお伺いし

たいんですけど、これからごみ処理施設の広域化の話がどんどん煮詰まっていく

と思うんですけど、このままずっと尾鷲市だけ、さっき申し上げたように、５市

町のうち尾鷲市だけが有料化なんですよ。これ、尾鷲市だけがごみ袋の有料化を

進めていくおつもりなのか、広域でやるなら尾鷲市、おつもりなのか、広域でや

るのに尾鷲市だけごみ袋有料化、これはあり得んと思うんですけど、その辺、お

考えどうですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 今、広域ごみの件で御質問がございましたんですけれども、今、

広域でごみを処理していくことになれば、当然のことながら、一部事務組合、一

部事務組合において、施設への搬入ごみの手数料としてごみ処理料金を設定して

いくこととなるわけです。これはもうこういうふうな形になるということは御認

識いただいている。その際に、東紀州５市町の可燃ごみをどのように減量化して

いくかということが広域として私は検討していく必要があると考えております。

集中化になった５市でやっぱりそういう減量するためにはどうしたらいいかとい

うことをやっぱり検討していく必要があると私は考えております。そういった中

で、現在、関係市町において指定ごみ袋制度を導入しているのは、議員御指摘の

とおり、もう本市だけなんです。 

 そういった中で、ごみの減量化施策の一つである指定ごみ袋制度につきまして

は、今後、関係市町と統一した考え方を出したいと思っております。その中で、

これが５市町としての集中ごみ施設、こういったものが稼働した時点で、稼働時

には必ずどうあるべきなのかということを判断していきたい、このように考えて

おります。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） そうすると、今、市長、統一したということを言われました

けれども、ということはもう全市が有料化でやるか、それとも、全市がもうやら

ないかという理解でよろしいですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） その御理解で結構でございます。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 
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３番（奥田尚佳議員） だったらぜひ、今、尾鷲市だけなので、尾鷲市、それまで市

長、どんどんワンセグなんかも使って、ごみ減量をどんどん進める周知徹底をし

ていただいて、そのときにもう有料化しなくていいというふうに持っていってい

ただきたいなと思います。どうですか。ぜひお願いしたいんですけど。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） あくまでもその５市町で一応、話し合いをして、それで決定す

ると、あくまでも私自身はごみの減量化ということについては大いに努めていか

なきゃならないなという、そういう気持ちはございますので、結果としてどうな

るかはわからないんですけれども、そういう啓発というのは、前の御質問のとき

にもあったワンセグを使った形ででもどんどんどんどん市民の方々に啓発してい

きたいと、このように考えております。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ぜひその啓発、続けていってほしいなと思います。ことしは

ちょっと多くなったんですよね、去年より、一時期、今、去年よりは下がってい

るような状態になったけど、一時期ちょっとふえたというのを聞いているので、

ぜひそういうよう周知徹底をお願いして、ぜひ３５年でしたっけ、３４年でした、

３５年でした、の広域の処理施設ができたときには、ごみ袋の有料化ということ

がなければいいなというふうに思いますので、ぜひその辺のところを市長、ぜひ

お願いします。 

 それで、それはそれとして、でも今のごみ袋の値段、さっき申し上げたように

三重県下では３番目に高いんですよ、３番目に。去年、３月を避けて６月からス

タートしましたけど、いっとき下げたから４番目になったんですよね、なったん

ですよ。でもことしの３月から２番目に高かった志摩市が４５リットル袋５０円

だったんですよ、２番目に高かったんですよ、それ以上高いところは名張市がも

っと高い、５４円かな、高いんですけど、その志摩市が４５リットル袋５０円を

２５円の半額にしたんですよ。半額にしたんです。ですので、せっかくワースト

４位になったのに、またワースト３位ということで、せっかく去年下げたんだけ

れども、また三重県下で３番目に高いという状況でございます。 

 ですので、私は少しでも少しでも下げてもらえないかなというお願いをしたい

んですけれども、それで、去年の決算の数字を見ますと、市長、塵芥収集手数料

というごみ袋の販売ですわ、販売、販売で入ってきたお金、これは、販売店に対

しては１０％の手数料を払いますので、それを引かれて２,５７１万８,０００円
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入ってきているんです。指定ごみ袋の製造業務委託料、これ製造の費用が８２５

万３,０００円、それで、指定ごみ袋の保管配送業務、保管と配送の業務、これ

が１５０万９,０００円かな、約ね。ですので、指定ごみ袋の製造と、それから、

保管配送の分足したやつが９７６万３,０００円、約、９７６万３,０００円なん

ですよね。 

 私、以前、岩田市長と一般質問をしたときに、これ以上に分別をしたことによ

って収集の回数もふえておるし、それから、可燃ごみはプラスチックを燃やさな

いものですから、あれ、燃料なんですけど、その分、もう燃料代を、灯油代だっ

たかな、がかさんでいるじゃないかとか、いろんな計算をしていって、それから、

今、焼却場がまた修繕がこのごみの有料化する前よりも膨らんでいるというとこ

ろがあって、実質、こんなものマイナスやないかという話をさせてもらったんで

すけれども、それはそれとして、純粋にごみ袋の狭い意味で考えて販売のものと、

それに直接かかわる費用との比較でいうと、今言ったように、ごみの販売したも

の、尾鷲市に入ってくるのが２,５７１万８,０００円、それに係る製造と保管配

送の費用が９７６万３,０００円、ですから、この差を見ると、１,６００万ぐら

いプラスなんですよね、１,６００万プラスなんです。 

 このごみ袋を有料化する前に、これ、上手ですよね、これ、僕、当時、いなか

ったものであれなんですけど、当時のホームページなんかを見ると、有料化する

方向に市民を誘導するといったらおかしいですけど、賛同してもらうためにいろ

んなことをＱ＆Ａで書いているんですけれども、その中でも他市町の有料化と比

較すると高いように思いますと、この単価。Ｑと書いて、そのＡに対しては、そ

れはそうなんですけど、ただ、ごみ袋有料化の収入は市民の皆さんに還元するこ

とを考えていますと、これ、上手に書いてあるんですよ。 

 だから、還元するんだったら、もうけなくてもいいじゃないですか。だから、

今言ったように、本当に狭い意味でのごみ袋の収支を言うと、１,６００万プラ

スなんですよ。市長、これ、１,６００万、収入上げないように、市民に還元す

るというようにしたら、６２％さらに下げることができるんですよ、これ。そう

すると、４５リットル袋１０枚、今、３８０円ですけど、１４０円で行けるんで

すよ、１４０円で。どうですか、そういう市民の方に負担をかけない、そういう

お考えってないですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 今、現状、事実、２８年度はごみ袋を販売し、それに対する費
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用を差し引いた場合には１,６００万円弱の差額になっていると、これは事実で

ございます。そういった中で、これもいろいろとごみの収集袋の在庫の話とかい

ろいろ、累計的にはどうなのかということをまだ認識していないんですけれども、

当初のしたときにはかなりのマイナスの中で、それを累計で言ったらどうなのか

ということをまだ認識しておりませんけれども、現状はこうであると。 

 しかし、その中で、これが私自身の考え方としますと、やっぱり収集費用でか

なりの金額がかかっていると、それを差し引いた場合には、当然ながら、その財

源から充当しているという、こういう事実を考えますと、もう少しお待ちいただ

けないかなとは思っていますんですけれども。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） だから、本当にそういう分別したことによって収集費用がか

かっていると、ほかにもいろいろかかって、さっきも言ったように燃料代もかか

っているんですけど、だから、そういうことを考えたら、市長、有料化の意味っ

てないんですよ、本当に。これ、財政的に考えたら、これ、余計お金がかかって

おるんですよ、本当だったら。ですので、僕は、これ反対しているんですけど。 

 それで、先ほど市長が２０％下がっていると言いましたけれども、ごみの量、

厳密に言うと、２４年度、有料化する前のごみの量が５,４２２トン、去年の２

８年度が４,００６トンかな。だもんで、２６％以上減っておるんですよ、２

６％以上。ですから、それも考えたら、やっぱり４５０円だった４５リットルの

袋１０枚、それがやっぱりそれを計算していくと、今、３８０円ですけど、３３

０円でもいいのかなというような計算もできるわけなんですよ。 

 それと、市長に申しわけないけれども、先ほども隗より始めよという話がござ

いましたので、もう一回考えてほしいんですけど、市長、市長にはもちろん耳が

痛い話かもしれませんけれども、９月議会で申し上げました。今、財政難です、

市は。それで、伊藤市長のときからずっと報酬カット、期末手当カットをしてき

ているんですよ。伊藤市長、僕のときもそう、岩田市長もしてきました。僕のと

きは退職金も廃止しましたけど。例えば、岩田市長は、報酬２０％カット、期末

手当は１０％カットをやったんですよ。ということは、１年間で２５８万円、２

５８万円を浮かしたんですね、２５８万円。 

 今回、ごみの収入、ごみ袋を売った収入、それが２,５７０万ですから、それ

の約１０分の１ですわ。ですから、市長が岩田市長と同じように報酬カットをや

るんだと、その分をごみ袋、皆さん負担してくれている、販売手数料のほうに回
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しますというふうにしたら、１０％下げられるんですよ、まだ、さらに。だから、

３８０円をさらに３４０円に下げられるんですけど、どうですか、市長、そうい

う、私も９月議会は後から考えると言ったけれども、やっぱり隗より始めよです。

歴代の市長もやってきましたと。やっぱりここは私もちょっと身を切ろうと、そ

の分、ごみ袋を１０％下げますよと、どうですか、やりませんかね。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） もう議員おっしゃるように、そういう方法論もいろいろあろう

かと思います。ただ、一つだけ、私が当初から申し上げておりますように、とり

あえず一応、１年間なら１年間、要するに、今度の３月なら３月ということで、

とりあえず、自分自身の成果はどうだったのかということをやっぱり見きわめさ

せていただきたいと。それで、どうしても思うような形でできなければ、当然、

何度も申し上げております、９月のときでも申し上げましたんですけれども、報

酬カットというのは辞さないと。 

 ただ、一つのこれを減らしたから、たとえ市長の報酬を減らしたから、それを

ごみ袋に回すということは、いささかかなとは私は思っております。ほかにもや

っぱりいろいろ考えなきゃならない問題があります。それはもっとやっぱりいろ

んな局面を見ながら、もちろん財政状況を若干であるともよくしなきゃならない

し、そういう成果を見ながら自分自身が報酬については判断したいと思っており

ますし、もし下げた場合に、それをその財源をどういうふうに回すかということ

は、私自身はごみ袋だけではないと思っています。ほかにもやっぱりやるべきと

ころはあると。その辺のところは十分、私を含めて、こういう職員のみんなとい

ろんなこの分についてはどういうふうな形で回すのかということも考えていきた

いと、このように考えております。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 僕は、直接言いましたけれども、報酬を減らしておるよ、ご

み袋の値段下げよと言いましたけれども、でも、今市長言われたように、ほかに

も考えなければいけないことがたくさんあるじゃないですか。だから、今たくさ

んある中で財源が不足しているんですよ。財源が不足しているんです。ですから、

私は、それは２５０万減らせるし、それがごみ袋の分に回るのか、それは見えま

せんから、それはあれだけれども、でも、その２５０万を減らすことによってほ

かに僕は回せるんじゃないかということを言いたいんです。要は、財源が不足し

ている状況の中で。確かに僕、９月議会でこれを言って、ええやないかという人
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もおるんですよ。市長、もらえばええやないかと。その分結果を出してくれたら

ええんやという人もいます。でも、私は、それはそれでそうなんだけれども、や

っぱり歴代の市長がやってきたと、今までの市長がやっていなかったら僕は言い

ませんよ。僕がやっていなかったら、言いません。僕らがやってきた中で、この

財政難の中でやることはいっぱいある。そういう中で市民に負担ばっかりかけて

いいのかということなんですよ。今お金がないから、これ、さっきも濵中議員が

言われたのが、５万、１０万のことがお金がないからできません、予算がないか

らできません、そういうことが多々あるわけですね。 

 だから、その辺のことを考えて、ごみ袋を例に出して言いましたけれども、市

長の意気込み、意気込みを僕は示されたら、僕は結構市民の方々、喜ぶというか、

拍手喝采というか、するんじゃないかなと僕は思うんです、僕はね。いろんな意

見あると思いますけど。どうですか、市長、ここは隗より始めよで。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） はっきり申し上げまして、市長の役割というのはもっと大きな

面にあると思います。それは、要は、この財源、要するに、財政をどうするかと

いうことは、今、もう私にとってはもう１番目の課題でございます。財政を少し

でもよくするということについては、何度も申し上げておりますが、入りと出の

話です。出についてはどれだけ、要するに、しぼませるか、もうしぼませるだけ

であれば、まちは立ち行かなくなってきます。しかし、やっぱり使うべきところ

は使わなきゃならない。一方では、やっぱり絞るところは徹底的に絞って、行財

政改革の中の財政改革ということで、今、必死になって来年度の予算についても

考えております。 

 一方では、入りのほうなんです。入りのほうについては、前々から申し上げて

おりますように、本当に知恵を絞っても出てこなかった。でもやっぱり一つの突

破口としてふるさと納税を皆さん方の御協力をいただきながら徹底した形でふる

さと納税を増額キャンペーン的なものを来年度から徹底して立ち上げると、この

辺のところで収入を、例えば、今までの３,０００万にしろ、５,０００万にしろ、

そういった形の中で入りの場合でこの辺のところを徹底的に、これはすぐにでき

ることですので、簡単ではないですが、すぐにできることですので、みんなで一

緒にやっていこうというような、それで、これでもって多少なりともふるさと納

税の中から生まれる財源というのは多少なりともあると思います。 

 そういったことを含めながら、入りと出をどういうふうにしてマネジメントす
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るかということは市長としての大きな仕事であると思います。まず、そこをやら

せていただきたいと、このように考えております。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 入りと出と言いますけど、でも、市長、ほんまに宝くじが当

たるかどうか、そういうレベルですよ、今。本当にないんですもん、今、財源。

本当に、予算編成も非常に僕は厳しいんじゃないかなと思う。市長がお金がなく

てもやるんだということを結構いろんなことを言われていましたけれども、やっ

ぱりお金がないとできませんから。だから、本当、これ、もうちょっとそういう

意味でも考えてほしいなという気はするんですけれども、時間があれなので、ま

た続きやります、今度。 

 二つ目行きます。 

 再生可能エネルギーなんですけれども、２カ所あるということでしたけど、第

３保育園以外に、須賀利のコミュニティセンター、これが太陽光とリチウムイオ

ン電池、リチウムイオン電池はそれを簡単に教えてもらえますか。どういうふう

などのぐらいの電力なのかとか、その２カ所。 

議長（南靖久議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（内山雅善君） 須賀利センターについております太陽光発電につ

きましては、平成２４年に三重県の避難施設太陽光発電蓄電システム導入支援事

業補助金２分の１の補助金をいただきながら整備したものでございます。現在、

使っておるのは、２階部分の電灯部分に使用しておるというものでございます。 

 以上です。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 今、２階部分と言われましたけど、第３保育園はどのぐらい

の電力なんですか。 

議長（南靖久議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（三鬼望君） 第３保育園は１０キロワットの発電能力で、１６キロワ

ット相当の蓄電池を備えております。桜茶屋の避難広場に隣接していることから、

避難された住民の方も含め、夜間の電力は一昼夜ほぼ賄えることになっておりま

す。ただ、エアコン等を使えるところは限られておりますので、全ての部屋での

エアコンの使用には耐えられませんが、電力等は一昼夜、十分ございます。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 電力十分あるということでいいですね。 



－２０２－ 

 そうしたら、お聞きしたいんですけど、今、第４保育園建設中ですけど、第４

保育園は予定はないんですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この太陽光発電システムにつきましては、補助事業としてやっ

ておりまして、実を言いますと、２８年度までこの補助事業としての補助金の活

用というのはあったんですけれども、第４保育園は平成２９年度に竣工いたしま

すので、該当しないということで、整備をできないというようなところでござい

ます。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） じゃ、今、２カ所で第４保育園はしないということでござい

ますけれども、今後はどうなんですか、市長。こういうのはどんどん積極的にや

るというお考えはないですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 正直申しまして、奥田議員が御承知のように、要するに、イニ

シャルコストとランニングコストの関係なんですね。やっぱりイニシャルコスト

がどれぐらいあるか、その場合に補助金等々で活用できないかということも含め

て、やっぱり我々はその辺の情報も十分入手しなきゃならないと思っています。

方向性としては、できることがあったらやりたいんです。やりたいんですけれど

も、正直申しまして、そのやるためにはどういうふうな形で補助金を活用しなが

らそういったものを利用していくかという、そういうことをベースにしながら考

えていきたいと思っております、今現在は。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） その補助金という話が、後で補助金の話もしたいと思うんで

すけど、まず、もう一個お聞きしたいのは、この新ごみ処理施設、私が生活文教

常任委員会で鳥羽志摩の広域ごみ処理施設と、それから、松阪の新ごみ処理施設、

これ、視察しています。その両方とも発電機能がついていたと思うんですけど、

今回やる広域のごみ処理施設は、そういう発電というのは、８月にもらった、去

年もらった資料にはないんですけど、その辺というのはどのようにお考えなのか

な。課長に聞いたほうがいいですか。 

議長（南靖久議員） 環境課長。 

環境課長（竹平專作君） これまで５市町で検討させてきていただいております広域

のごみ処理施設なんですけれども、これの施設規模につきましては、７２トンと
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いう小規模施設に当たるとして交付率については３分の１の循環型社会形成交付

金の検討で進めてきております。通常、これまで言われておりますのは、大体１

００トンに満たない施設はなかなか難しいであろうということで、広域で今、こ

れまで検討してきたのは、発電の部分については検討はしてきておりません。た

だ、今後、こういったごみ処理施設を整備する際には、今、議員が言われました

ような有利な交付率の適用についても当然検討はしなければならないというふう

に考えております。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） そうすると、去年もらった資料には入っていないけれども、

今後、そういうことも考えておるということですね。そうすると、そういうこと

をしたほうが交付税、結構もらえるんでしょう。ですよね、率が高まりますよね。

ですから、去年の計画を見ると、６６億４,０００万総額があって、交付税が１

６億６,０００万、あと、残り５０億ぐらいを５市町でその４分の１なのか、３

分の１かわかりませんけど、尾鷲市が負担しないといけないという状況でしたけ

れども、そういう発電とかそういうのも組み合わせれば、もっと市の負担は減る

という可能性はあるということで理解でよろしいですか。 

議長（南靖久議員） 環境課長。 

環境課長（竹平專作君） 交付率の適用は、一応、熱回収であるのかということで、

今、熱回収ですると１０％以上の場合は、３分の１の交付税の措置があるという

ことです。ただ、それを２分の１、１５.５％以上の熱回収のエネルギーをする

ということであれば２分の１もらえるんですが、そういった場合にはやっぱり発

電とか、そういった施設が必要になると。ただ、やっぱりイニシャルコストであ

るとかランニングコスト面であるとか、そういったものをやっぱり精査して検討

していかなければならない。それにはやっぱり広域としてどのような施設になる

のかということを含めて検討していくということでございます。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ぜひその辺、２分の１と３分の１、えらい違いますから、３

分の１と２分の１とでは結構違いますし、それのコストがどうなるのかというの

をシビアに検討していただきたいと思います。ぜひ、でもそういう流れでしょう、

今、発電機能。高効率のごみ処理施設をつくりなさいというのが、ぜひそういう

方向で進めていただきたいと思うんですけれども。 

 それで、ちょっと話がそれるかもしれませんけれども、中電の話をしたいんで
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すけれども、中電さん、今、リプレースの話が石炭とか、一部バイオマスという

話が出たんですけど、ほとんど今、稼働していないような感じなんですけど、稼

働日数、市長、今御存じですか、何日ぐらいかという、ことしに入って、今年度。

まあいいですか。いいですわ。 

 僕もこの前聞いたんですわ、中電さんに。そうしたら、やっぱり余り使ってい

ないと。日数は議会の場で言ってもいいですかといったら、構いませんよという

ことだったんですけど、この場では言うのをやめておきます。でも、ただ、余り

動いていません。皆さんもそうだと思うんですけど。 

 今後、中電さんがどうされていくのか、これは私にはあれなんですけど、中電

さんがいろんな方法を考えていると思うんですよ、上場企業ですからね。上場企

業ですからそれなりに考えている、それなりといったら怒られますけど、きちっ

としたことで考えておると思うので、そのときは、また市としても協力できるこ

とはしてほしいなと切に思っているんですけれども。 

 それで、私は、今、中電さんの稼動日数がおととしぐらいからずっと減ってお

るんですけど、減っていることが僕は非常にこれ、尾鷲の経済にとっても非常に

マイナスというか、やっぱり関連企業なんかにも響いてきますでしょう。市長、

思いませんか。非常に僕は深刻だなと思っているんですけど、私は、特にやっぱ

り水道料金ですわ、水道料金。水道料金がやっぱり中電さん、結構使ってくれて

いて、やっぱり水道料金が今うまくいっているのは中電さんのおかげとおんぶに

だっこなところがあるんですけど、その中電さんの稼動日数がこれだけ減ってき

ていると、僕は、今後、水道代、やっぱり上げざるを得ないという状況が、今す

ぐじゃないかもしれないけれども、近い将来来ますよ、これ、間違いなく来ます

よね。部長ね。来ると思うんですね。 

 そこで、僕は、これ、２３年４月から約３０％上がっておるんですけれども、

これ以上、僕は水道代が上がってくるというのは市民にとってどうなのかなと思

って。ごみ袋も有料化されておりますし、尾鷲市は特に。それから、国保も２０

１８年度は年間の上限額が７３万から７７万に上がるとか、３０年度から尾鷲市

は広域になると言いながら、三重県一本化、さっきも課長が今後の料金は国保税

か、検討することなんて言われていますけれども、僕は間違いなく、これ、尾鷲

市は上がってくるんじゃないかと見ています。上がってくるんじゃないかと。間

違いなく上がってくると。そうなってくると、どんどん尾鷲市民の方の負担がふ

えてくるということに対して僕は非常にどうなのかなと思っているんですよ。 
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 そこで、やっぱり民間出身の市長に僕、お願いしたいのは、やっぱり外貨を稼

いでほしい、外貨を。市長もそういうことを言われていると思いますけど、だか

ら、僕は以前、岩田市長のときに一般質問でも言ったことがあるんですよ、これ

を、水道部、これ、紀北町、銚子川の水って売っているわけですから、尾鷲市も

売ったらどうやという話をしたことがあるんですけど、ちょっとそれてしまいま

したけど、市長、こんな考えどうですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 当然、新たな事業に対してはやっぱり前向きに検討していきた

いというつもりは大いにあります。ただ、その場合には、これは企業人としての

もうはっきり申し上げますけれども、幾らのものを投資して、それを何年間で回

収して、単年度黒字になるのは何年なのか、そして、累積赤字を克服するのは何

年であると、そういう計画をきちんとした形の中で、その事業が本当に今後の事

業としてうまくいくのかどうか、その辺のところも十分検証しながら中身はやっ

ぱり検証しながら判断を下したいと、このように思っております。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ぜひその辺の中身を当然、検証してほしいんですけど、お願

いします。 

 ただ、市長、市長就任前は、今、尾鷲市は考えている時間はないんだと、もう

決断、実行で行かないといけないんだということを市長言われていますよね。ぜ

ひ、もう今、考えている時間ないんですと市長みずから言われたんですから、も

うどんどんそういうことを進めてほしいなと思うんですね。 

 それで、私、今回、一つだけ提案したいんですけど、提案、尾鷲市の施設とし

て僕は小水力、水力のちっちゃいのを、小水力を推進したらどうかなということ、

これを僕、きょう言おうと思って、１１分しかないですけど、言いたいんですけ

ど、これは、川や用水路などの水の流れるところ、大きなダムじゃないですよ、

水の流れがあるところに水車を設置して、その水車を回すことによって連動させ

たタービンを回すと。だから、ちょっとした水路でもできるんですよ、この小水

力というのを。これをもう川だけじゃなくて、道路の側溝の流れている水でもで

きるという、発電できてしまうということで、先月の１１月７日、日経新聞に、

伊賀市の企業と、それから三重大学の先生が共同でこの小水力をやりますよとい

う記事が出たんですよ。これ、本当に僕、非常にいいなというふうに思うわけな

んですけれども、これ、出資者にも、イニシャルコストとか言われましたけど、
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出資者にも伊賀米などを送ったりとかするとか、いろいろ工夫を凝らしているん

ですよね。 

 今、尾鷲市って本当、雨の量が多いじゃないですか。それで、この三重大学の

先生、坂内先生という方も今後、雨量の多い県南勢地区で展開したいということ

を言っておるんですよね。南勢地区ということは、三重県の地図を見ると、伊勢

ではないと思うんですよ、どう見ても。この尾鷲地区やと思うんさね、雨の多い

と言っておるんだから、雨量の多い。だから、ぜひこういうことを、市で独自で

やるのか、それともこういうベンチャーを引っ張ってきてやるということを提案

していくのかわかりませんけれども、ぜひこういうことを僕、取り組んだらどう

かなという気がするんですけれども、市長、どう思われます。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 議員御提案の小水力発電、これにつきましてはそういうお話も

伺っておりましたので、私なりに一応調べてみました。たしか伊賀市において民

間主導型の事業が行われると、そういうふうにしてお聞きして、実際問題、ホー

ムページで調べてみました。 

 正直申しまして、おっしゃるとおり、再生可能エネルギーの新たな手法なんで

すよね、これ。我々の本市でも活用が可能かどうか、そういったことも含めて、

要するに、今後注視してまいりたいと、非常におもしろい考え方だなと。 

 あとは、最終的には、ここにもいろいろほかの県、どれだけ投資して、どれだ

け売電があって云々と書いていましたけど、取りかかるのには非常にいい考えだ

なとは思っておりますので、この辺のところを今後注視しながら考えてみたいと、

このように考えております。私自身にとりましては貴重な御提案だと思いますの

で、ありがとうございました。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ありがとうございます。 

 ぜひこれ、本当に僕、いいと思うんですよ。皆さんに誤解があるといけないの

で、一言だけ言っておきますけど、さっき中電さんとの話をしましたけど、私は

中電さんと競合せいと言っておるわけじゃないですからね。中電さんは中電さん

で私は上場企業ですから、きちっとした考えで。やっぱり行政としてこれからど

うしていくのかということを考えた場合に、いろんなことを考えないといけませ

んから、そういうことで言っているわけでありますので、誤解、ぜひしないでく

ださいね。また、中電をおまえ、嫌いなのかとか、そうやって言う人がおる。僕
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は全然そんなことを思っていませんから、ぜひそういう意味で言っているわけな

ので、やっぱりさっき申し上げたように、水道代が上がってくるじゃないかとい

うことを心配して、外貨稼げるものないかなということから考えていることなの

で、よろしくお願いします。 

 それで、市長、これ、実は僕、２年前からこれ、温めていたことなんですよ。

２８年１月２５日の産経新聞に、これ、大紀町の商工に僕、友達がいまして、そ

の人が言ってきたんですけど、だから、２年前ですよ、２年前の産経新聞の１面

に出たんですよね。今、この小水力、企業が注目しておると、各地区やっている

ことも書いてあるんです。それで、これ、行政も平成１７年、京都の嵐山の渡月

橋、渡月橋のところも橋のところも６０基の電気もこれでやっているんだという

ような話も出ていまして、いろんなところがもう東日本大震災以降、視察に来て

いると。 

 もうＦＩＴという固定価格買取制度ありますでしょう、２４年４月からスター

トした。それでももう２年前に比べたら、小水力がもう１０倍にふえておるとい

う記事が出ていまして、これは絶対尾鷲でやったほうがええでという話があった

んですね、２年前。私もそうですね、これ、ええですねと。クリーンですし、こ

れね。これ、二酸化炭素もほとんど出ないんですよ。これ、再生可能エネルギー

の中でも一番、二酸化炭素出ないんですよ。コストも今、イニシャルコストも大

分下がっているんですね。 

 そういう中で当然、雇用の創出にもなりますし、それから、電気とか機械製品

も９０％以上が国産らしいんですよ。そういう意味で工事は工事するに当たって、

地元がやるでしょう。だから、地元経済にとっても非常にいいんですよ。尾鷲な

んか、もう水が多いんだし、降水量で、これ、絶対ええでと勧められたんですね。 

 ただ、当時は、中電さんの石炭という話があって、もうあったものですから、

僕は、もうこれは封印して言わなかったんですけど、でも先月、やっぱりこれ、

伊賀市がやったという記事、僕は先を越されたなと思ったんですね。だから、今

回一般質問を急遽させてもらったんですけど、ぜひ、僕はこれ、尾鷲市、水豊富

です、本当に。それで、こういう川や水量、多いですよ。これ、市長、環境省、

これ、再生可能エネルギー、今推進に力を入れています、今。今は２０３０年度

までに今の再生可能エネルギーを２倍にしようとしているわけですから。その中

で環境省、経済産業省、国土交通省、農林水産省ももういろんな制度を変えてや

っておるんです。 
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 例えば、さっき申し上げた経済産業省は、固定価格買取制度、再生可能エネル

ギー、これ、２０２４年から始めました。それから、国土交通省なんかも小規模

河川での処分権限を大臣から知事、市町村長に権限を移譲するとか、それから、

農林水産省なんかも農山漁村再エネ法というのを、それで、こういう施設をつく

るのを手続を簡素化しようとか、農地転用も円滑化しようとか、そういうふうに

こういうのをやりやすいように、やりやすいようにと環境省も経済産業省も国土

交通省も農林水産省もやっているんですよ。ということは、これは、僕は都会の

ためにやっておるわけじゃない。都会でこれをやれと言っていませんよ。だから、

この環境省も経済産業省も国土交通省も農林水産省もこれは都会じゃなくて、む

しろこういう自然豊かな過疎地といったら怒られますけれども、そういうところ

でどんどんこういうのをやれということなんですよ。 

 ですから、ある意味、尾鷲市は水が多いですし、僕はチャンスだと思うんです

けど、市長、どう思われますか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 貴重な御意見というのはもう何度も申し上げておりますので、

早速いろいろと考えてみたいと思います。 

 特に、先ほど議員おっしゃっていましたように、伊賀で今度スタートしたとい

うことを聞いておりますので、早速、伊賀の岡本市長とは、ずっと前から、昔か

ら懇意でございますので、その辺の詳しい話についてもまずこちらのほうで知識

としてそういうどういう形で伊賀市としてはこういうものになったのか、その辺

のところを詳しく聞いてまいりまして、本当に前向きに取り組んでみたいなとい

う思いがございます。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ぜひお願いします。私も、これ、もうちょっと掘り下げない

といけないと思っておるんですけど。 

 ただ、先ほど、市長、もうちょっと言わせてください。補助金の話をされまし

たけど、この小水力発電のためにはやっぱり今、各省庁、いろんな補助金を出し

ています。例えば、農林水産省なんかももう本当にソフト事業、ハード事業、こ

の計画のための補助金も出しています。ソフト面でもハード面でもいろんなかん

がい排水事業等の土地改良事業とか、国営かんがい排水事業、それから、環境省

なんかでも小規模地方公共団体対策技術率先導入補助事業とか、それから、経済

産業省なんかも２９年度地域の特性を生かしたエネルギーの地産地消促進事業費



－２０９－ 

補助金、これは民間に対してですけれども、そういうのもどんどん出しています。

ですので、市長も補助金との兼ね合いということも言われていますけれども、こ

ういうのをうまく使いながら、やっぱり世界的にもＣＯＰ２３ではありませんけ

ど、二酸化炭素を減らそうと、それから、国内的にも２０３０年までに今、日本

の再生可能エネルギーの比率は１２.２％だけれども、２２％から２４％に持っ

ていこうということで各省庁が取り組んでいますので、ぜひそういう世界的にも

国内的にもこういうことを進めていると。 

 環境的に非常に僕はいいと思うんです、ここ、自然豊かなここで小水力、僕は

売れると思う。売れるというか、そういうことをやるということ自体が尾鷲の売

りになると思うし、大きなまちおこしになるというふうに僕は思うわけなんです

けど、再度、市長、どうですか。 

議長（南靖久議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 先ほども申しましたように、やはりまちをクリーンにするとい

うことは、要するに、ＣＯ２を減らす、ごみを減らすというようなことの中で、

やっぱり私自身はこの手法というのは再生可能エネルギーの新たな手法であると

考えておりますので、まず、やっぱりこちらのほうで知識を植えさせていただい

て、まず調べさせていただきたいと。方向性としては非常におもしろいと言った

らなんなんですけれども、非常に興味ある事業だと思いますので、これにつきま

しては、まず、知識をいただくために伊賀市のほうに早速行って、その辺のとこ

ろ、お話を聞いてきてやりたいと思っています。本当に貴重な御意見ありがとう

ございます。 

議長（南靖久議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 最後に、各自治体も条例制定までやっているんですよ。静岡

なんかも小水力のために、湖西市地域自然エネルギー基本条例、これ、２４年に

つくっています。それから、飯田市も再生可能エネルギーの導入による持続可能

な地域づくりに関する条例、これ、平成２５年につくっている。八丈町というと

ころも地域再生可能エネルギーの基本条例、平成２６年につくっています。こう

いうところで、各自治体もこういうことを積極的に取り組んでおりますので、そ

ういうことも参考にして進めてほしいなと。 

 それと、最後に、この一般質問を聞いていて、楠議員と、それから上岡議員が

花の話をしていました。やっぱりそういうきれいなまち、やっぱり花があったら

いいな、やっぱり花があったら人も集まりますし、気分もいいですよね。やっぱ
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り今、殺伐としていますけど、いろんなことで、でも心、やっぱり花があれば豊

かになるし、やっぱりこういう自然豊かなところで、花もあり、こういう自然エ

ネルギーというのを有効的に使ってまちおこしをやっているというようなのが僕

は尾鷲市として理想じゃないかなと、雨も多いし、そういうことを最後に申し上

げて、これで一般質問を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

議長（南靖久議員） 御苦労さまでございました。 

 以上で通告による一般質問は全て終了をいたしました。これをもって一般質問

を終結いたします。 

 以後、会期日程のとおり、あす７日木曜日には午前１０時より総務産業常任委

員会を開催していただきますので、よろしくお願いをいたします。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

〔散会 午後 ２時１９分〕 
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